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はじめに

このガイドでは、データ・センターでOracle Exalytics In-Memory Machineを設定し、作動させる方法について説明します。ハードウェアの操作とサイト計画、および物理仕様、電気仕様、環境仕様に関する情報が記載されています。




	
注意:

このガイドのハードウェア関連の仕様はすべて、このガイドの作成時にオラクル社から提供される一般的なデプロイメントの情報に基づきます。オラクル社では、このドキュメントの通常仕様に従った場合に発生するハードウェアの問題については責任を負いかねます。Oracle Exalytics In-Memory Machineデプロイメントに対するサイトの準備の詳細は、使用するハードウェアの仕様を参照してください。







このガイドは次の製品に適用されます。

	
Oracle Exalytics X4-4 リリース1パッチセット5 (1.0.0.5)


	
Oracle Exalytics X3-4 リリース1パッチセット4 (1.0.0.4)


	
Oracle Exalytics X3-4 リリース1パッチセット3 (1.0.0.3)


	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1パッチセット3 (1.0.0.3)


	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1パッチセット2 (1.0.0.2)


	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1パッチ・セット1 (1.0.0.1)


	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1 (1.0.0.0): リリース11.1.1.6.0と呼ばれる場合もあります。




ここでは、次の項目について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティ


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このガイドは、Oracle Exalytics In-Memory Machineのユーザー、およびデータ・センターのサイト計画担当者を対象にしています。

このマニュアルの読者は、次の知識があることを前提にしています。

	
システム管理の概念


	
ハードウェアおよびネットワーキングの概念








ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.6.0)のドキュメント・ライブラリ


	
Oracle Business Intelligence 11gリリース1 (11.1.1.6.0)ドキュメント


	
Oracle Exalytics In-Memory Machine for Linuxインストレーションおよび管理ガイド








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 スタート・ガイド

この章では、Oracle Exalytics In-Memory Machineを開始する方法について説明します。

ここでは、次の項目について説明します。

	
第1.1項「必要な工具と機器」


	
第1.2項「設置作業」


	
第1.3項「開封」


	
第1.4項「ESDの注意事項」


	
第1.5項「Oracle Exalytics In-Memory Machineの説明」


	
第1.6項「ケーブルの接続」


	
第1.7項「電源コードの接続」






1.1 必要な工具と機器

システムを設置するには、次の工具が必要です。

	
プラス・ドライバ(Phillipsの2番)


	
ESDマットおよび静電気防止用ストラップ


	
前面パネルのボタンを押すための鉛筆、スタイラス・ペンなどの先が尖った道具




次のいずれかのシステム・コンソール・デバイスも必要です。

	
ラップトップまたはSunワークステーション


	
ASCII端末


	
端末サーバー









1.2 設置作業

この項では、Oracle Exalytics In-Memory Machineの設置で実行する必要がある作業のリストをまとめています。


表1-1 サーバーの設置作業

	手順	説明	参照先
	
1

	
Oracle Exalytics In-Memory Machine用に発注されたマシンとオプションのコンポーネントを配送用梱包箱から開封します。

	
「開封」を参照


	
2

	
Oracle Exalytics In-Memory Machineを設置する前に、静電気損傷(ESD)に関する注意事項を確認します。

	
「ESDの注意事項」を参照


	
2

	
スライド・レールを使用して、ラックにOracle Exalytics In-Memory Machineを設置します。

	
「ラックへのOracle Exalytics In-Memory Machineの設置」を参照


	
3

	
サーバーにケーブルを接続します。

	
「ケーブルの接続」を参照


	
4

	
電源コードを接続します。

	
「電源コードの接続」を参照


	
5

	
Oracle Exalytics In-Memory Machineに電源を投入します。

	
「マシンの電源の投入」を参照


	
6

	
ラップトップ、ワークステーションまたは端末をOracle Exalytics In-Memory Machineに接続します。

	
「ラップトップとOracle Exalytics In-Memory Machineの接続」を参照


	
7

	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)に接続します。

	
「ILOMへの接続」を参照


	
8

	
Oracle Business Integration Machineの電源を切断します。

	
「マシンの電源の切断」を参照












1.3 開封

配送用梱包箱を慎重に開封します。すべてのサーバー・コンポーネントを梱包箱から取り出します。

箱を開いたら、サーバー・ボックスの内容とオプションのコンポーネントを確認します。


1.3.1 サーバー・ボックスの内容

サーバー・ボックスには、次のアイテムが入っています。

	
Oracle Sun Server X4-4


	
電源コード(カントリー・キットとは別に梱包)


	
ラック・レールおよび設置手順を含むラック取付けキット


	
(オプション) Oracle Sun Server X4-4サーバーのドキュメントとメディア・キット。内容は次のとおりです。

	
ライセンスおよび安全性に関するドキュメント


	
工具とドライバのDVD(ドライバとその他のソフトウェアを含む)、Oracle Hardware Installation Assistant CD、SunVTS CD














1.4 ESDの注意事項

電子機器は、静電気による損傷を受けやすくなっています。Oracle Exalytics In-Memory Machineを設置したり、点検修理を行う場合、静電気防止用のリスト・ストラップ、フット・ストラップあるいは相当する安全機器を使用して、静電気損傷(ESD)を防ぎます。




	
注意:

電子コンポーネントを静電気損傷(システムが永久に機能しなくなる状況や、認可サービス技術者による修理が必要な状況)から守るには、静電気防止表面(放電マット、放電バッグまたは使い捨て放電マットなど)にコンポーネントを配置します。システム・コンポーネントを取り扱う際は、シャーシの金属表面に接続された静電気防止用ストラップを装着してください。












1.5 Oracle Exalytics In-Memory Machineの説明

この項では、Oracle Exalytics In-Memory Machineの前面パネルと背面パネルのコネクタおよびボタンを示します。

次のトピックが含まれます:

	
前面パネルの機能


	
背面パネルの機能






1.5.1 前面パネルの機能

図1-1に、Oracle Exalytics In-Memory Machineの前面パネルを示します。


図1-1 Oracle Exalytics In-Memory Machineの前面パネル

[image: 図1-1の説明が続きます]





表1-2は、前面パネルのボタンとLEDインジケータについて説明しています。


表1-2 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
ロケータLED/ロケータ・ボタン: 白


	
2

	
サービス・アクション必須LED: 濃い黄色


	
3

	
主電源/OK LED: 緑


	
4

	
電源ボタン


	
5

	
SP OK/フォルトLED: 緑/濃い黄色


	
6

	
ファン・モジュール(FAN)、プロセッサ(CPU)およびメモリーのサービス・アクション必須LED (3): 濃い黄色


	
7

	
電源(PS)フォルト(サービス・アクション必須)LED: 濃い黄色


	
8

	
温度上昇警告LED: 濃い黄色


	
9

	
USB 2.0コネクタ(2)


	
10

	
DB-15ビデオ・コネクタ


	
11

	
ハード・ディスク・ドライブ0


	
12

	
ハード・ディスク・ドライブ1


	
13

	
ハード・ディスク・ドライブ2


	
14

	
ハード・ディスク・ドライブ3


	
15

	
ハード・ディスク・ドライブ4


	
16

	
ハード・ディスク・ドライブ5












1.5.2 背面パネルの機能

図1-2および図1-3に、Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4とOracle Exalytics In-Memory Machine X3-4のそれぞれの背面パネルを示します。


図1-2 Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4の背面パネル

[image: 図1-2の説明が続きます]






図1-3 Oracle Exalytics In-Memory Machine X3-4の背面パネル

[image: 図1-3の説明が続きます]





表1-3は、背面パネルのボタンとLEDインジケータについて説明しています。


表1-3 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
電源ユニット0ステータス・インジケータLED:

サービス・アクション必須: 濃い黄色

DC OK: 緑

AC OK: 緑または濃い黄色


	
2

	
電源ユニット0 AC差込口


	
3

	
電源ユニット1ステータス・インジケータLED:

サービス・アクション必須: 濃い黄色

DC OK: 緑

AC OK: 緑または濃い黄色


	
4

	
電源ユニット1 AC差込口


	
5

	
システム・ステータスLED:

電源/OK: 緑

注意: 濃い黄色

確認中: 白


	
6

	
PCIeカード・スロット0 - 4


	
7

	
クラスタ・カード・スロット


	
8

	
ネットワーク(NET) 10/100/1000ポート: NET0 - NET3


	
9

	
USB 2.0コネクタ(2)


	
10

	
PCIeカード・スロット5 - 9


	
11

	
サービス・プロセッサ(SP)のネットワーク管理(NET MGT)ポート


	
12

	
シリアル管理(SER MGT)/RJ-45シリアル・ポート


	
13

	
DB-15ビデオ・コネクタ









図1-4 Oracle Exalytics In-Memory Machine X4-4の背面パネル

[image: 図1-4の説明が続きます]





表1-3は、Oracle Exalytics In-Memory Machine X4-4の背面パネルのボタンとLEDインジケータについて説明しています。


図1-4 Oracle Exalytics In-Memory Machine X4-4の背面パネルの図の凡例

	番号	説明
	
1

	
電源ユニット0ステータス・インジケータLED:

サービス・アクション必須: 濃い黄色

DC OK: 緑

AC OK: 緑または濃い黄色


	
2

	
電源ユニット0 AC差込口


	
3

	
電源ユニット1ステータス・インジケータLED:

サービス・アクション必須: 濃い黄色

DC OK: 緑

AC OK: 緑または濃い黄色


	
4

	
電源ユニット1 AC差込口


	
5

	
システム・ステータスLED:

電源/OK: 緑

注意: 濃い黄色

確認中: 白


	
6

	
PCIeカード・スロット1 - 6


	
7

	
ネットワーク(NET) 10/100/1000ポート: NET0 - NET3


	
8

	
USB 2.0コネクタ(2)


	
9

	
PCIeカード・スロット7 - 11


	
10

	
サービス・プロセッサ(SP)のネットワーク管理(NET MGT)ポート


	
11

	
シリアル管理(SER MGT)/RJ-45シリアル・ポート


	
12

	
DB-15ビデオ・コネクタ














1.6 ケーブルの接続

次のようにOracle Exalytics In-Memory Machineにケーブルを接続します。

	
オペレーティング・システム・サポート用に必要に応じてギガビット・イーサネット(NET0)コネクタにイーサネット・ケーブルを接続します。図1-2のパート8を参照してください。


	
(オプション)システム・コンソールと直接やり取りする場合、マウスやキーボードなどの外部デバイスを、サーバーのUSBコネクタに接続するか、モニターをDB-15ビデオ・コネクタに接続します。図1-2のパート9と13を参照してください。


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)のネットワークIPアドレスを構成する場合、イーサネット・ケーブルを、SER MGTというラベルのイーサネット・ポートに接続します。図1-2のパート12を参照してください。


	
シリアル管理ポートを使用してILOMコマンドライン・インタフェース(CLI)にアクセスする場合、シリアル・ヌル・モデム・ケーブルを、SER MGTというラベルのRJ-45シリアル・ポートに接続します。図1-2のパート12を参照してください。









1.7 電源コードの接続

次のようにOracle Exalytics In-Memory Machineに電源コードを接続します。

	
2本の接地サーバー電源コードを接地端子付き電源コンセントに接続します。


	
この2本のサーバー電源コードを、サーバーの背面パネルのACコネクタに接続します。




電源がつながると、サーバーはスタンバイ電源モードで起動します。スタンバイ電源モードでは、SP OK/フォルトLEDが点滅しますが、主電源/OK LEDはオフのままです。数分後、主電源/OK LEDがゆっくりとスタンバイ・パターンで点滅します。これは、サービス・プロセッサ(SP)が動作していることを示します。サーバーの初期化や電源投入はまだ行われていません。


図1-5 前面パネルのコントロール

[image: 図1-5の説明が続きます]






図の凡例

1 - 電源/OK LED

2 - 電源ボタン

3 - SP OK/フォルトLED






1.8 マシンの電源の投入




	
注意:

ファン、コンポーネント・ヒートシンク、空気バッフルおよびカバーをすべて設置しないまま操作しないでください。適切な冷却メカニズムを使用せずにサーバーが動作すると、サーバー・コンポーネントに深刻な損傷が生じる場合があります。







	
電源コードが接続されていること(図1-1)、およびスタンバイ電源がオンになっていることを確認します。


	
前面パネルの埋込み式電源ボタンを押して放します。

主電源がサーバーに投入されると、主電源/OK LEDが1秒に1回点滅します。これは、システムが起動していることを示します。主電源/OK LEDは、システムをオペレーティング・システムにロードしているときは緑が点灯します。




	
注意:

サーバーの電源がオンになると、電源オン・セルフテスト(POST)の完了まで数分かかります。















1.9 ラップトップとOracle Exalytics In-Memory Machineの接続

次のようにOracle Exalytics In-Memory Machineにラップトップを接続できます。

	
機能するUSBとネットワーク・ポートがラップトップに搭載されていることを確認します。


	
最大長25フィートのカテゴリ5Eパッチ・ケーブルと、最大長15フィートのシリアル・ケーブルがあることを確認します。


	
ラップトップのネットワーク・ポートを、Oracle Exalytics In-Memory Machineの背面パネルのSER MGTポートに接続します。


	
ラップトップでオペレーティング・システムが起動されていない場合、ここでオペレーティング・システムを起動します。

ラップトップでWindowsオペレーティング・システムを使用している場合は、次のようにします。

	
「コントロール パネル」→「ネットワーク接続」に移動します。ネットワーク接続のリストで、配線されているネットワーク・アダプタを選択して右クリックし、「プロパティ」を選択します。ネットワークのプロパティ画面が表示されます。


	
「全般」タブをクリックして、「インターネット プロトコル (TCP/IP)」を選択します。「プロパティ」をクリックします。「インターネット プロトコル (TCP/IP) のプロパティ」画面が表示されます。


	
「次の IP アドレスを使う:」オプションを選択して、ラップトップの静的IPアドレスを入力します。デフォルトのゲートウェイは不要ですが、「デフォルト ゲートウェイ」フィールドに同じIPアドレスを入力します。「OK」をクリックして、ネットワーク接続画面を終了します。




ラップトップでLinuxオペレーティング・システムを使用している場合は、次のようにします。

	
rootユーザーでログインします。


	
コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力して、Oracle Exalytics In-Memory Machineに取り付けるETH0などのネットワーク・デバイスを表示します。

# ifconfig -a

Oracle Exalytics In-Memory Machineに取り付けるネットワーク・デバイスまたはアダプタのリストが表示されます。


	
必要なネットワーク・インタフェースを設定するには、次の例のように、コマンド・プロンプトでifconfigコマンドを実行します。

# ifconfig eth0 192.0.2.10 netmask 255.255.255.0 up

この例では、ifconfigコマンドは、ネットワーク・マスク255.255.255.0でIPv4アドレス192.0.2.10をeth0インタフェースに割り当てます。





	
ラップトップ接続の場合、telnetまたはsshクライアント・プログラム(PuTTYなど)を開きます。稼働しているOracle Exalytics In-Memory Machineのサービス・プロセッサIPアドレスに接続します。









1.10 ILOMへの接続

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)を使用して、Oracle Exalytics In-Memory Machineを起動および管理できます。ILOMに接続するには、シリアル接続またはイーサネット接続のいずれかを使用します。


1.10.1 シリアル接続を使用したILOMへの接続

SER MGTポートを使用するシリアル接続でILOMに接続するには、次の手順を完了します。

	
端末デバイスをOracle Exalytics In-Memory Machineに接続します。9600ボー、8ビット、パリティなし、1ストップ・ビットで通信するするよう端末デバイスを設定します。ヌル・モデム接続が必要です。


	
端末デバイスで[Enter]を押して、端末デバイスとILOM SPとの接続を作成します。ILOMログイン・プロンプトが表示されます。


	
ユーザー名rootとパスワードwelcome1を使用して、ILOM SPコマンドライン・インタフェースにログインします。ILOMコマンドライン・プロンプトが表示されます。

これで、ILOMを使用して、Oracle Exalytics In-Memory Machineを起動、構成および管理できるようになりました。








1.10.2 イーサネット接続を使用したILOMへの接続

NET MGTポートを使用するイーサネット接続でILOMに接続するには、サーバーのサービス・プロセッサ(SP)のIPアドレスを把握する必要があります。Oracle Exalytics In-Memory MachineのデフォルトのILOM IPアドレスは192.168.1.200です。








1.11 マシンの電源の切断

次のいずれかの方法でOracle Exalytics In-Memory Machineの電源をオフにできます。

	
ホスト・オペレーティング・システムからシャットダウン・コマンドを発行します。


	
ILOMからシャットダウン・コマンドを発行します(強制または正常シャットダウン)。正常シャットダウンの場合、stop /SYSコマンドを使用します。強制シャットダウンの場合、stop [-f|force] /SYSコマンドを使用します。


	
マシンの電源がオフになるまで電源ボタンを押し続けます。このオプションはお薦めしません。















2 概要

この章では、Oracle Exalytics In-Memory Machineの機能とハードウェア・コンポーネントについて説明します。

次のトピックが含まれます:

	
第2.1項「Oracle Exalytics In-Memory Machineについて」


	
第2.2項「ハードウェア構成」


	
第2.3項「PCIeスロットの割当て」


	
第2.4項「主な機能」


	
第2.5項「環境仕様」


	
第2.6項「安全性およびコンプライアンス情報」






2.1 Oracle Exalytics In-Memory Machineについて

Oracle Exalytics In-Memory Machineは、メモリー中心のハードウェア・プラットフォーム、Oracle TimesTenの実績あるインメモリー・テクノロジ、Oracle Business Intelligence Foundation Suiteの幅広い機能を装備する設計ソリューションです。Oracle Exalytics In-Memory Machineを使用すると、Oracle Business Intelligenceソフトウェアのユーザーは、状況をすばやく明確に理解し、意思決定能力が上がり、迅速な行動を取ることができます。システム管理者の場合、この事前設計システムにより、パフォーマンスの高いエンタープライズレベルのBusiness Intelligence実装の設定および管理プロセスが容易になります。複数のベンダーからのシステム・インフラストラクチャの調達に関連するリスクがなくなります。Oracleのテクノロジは、小規模な部署単位のインストールから大規模なエンタープライズのBusiness Intelligenceデプロイメントまでシームレスにスケーリングするように設計されています。






2.2 ハードウェア構成

表2-1は、Oracle Exalytics In-Memory Machineの各ハードウェア・コンポーネントの構成について説明しています。


表2-1 Oracle Exalytics In-Memory Machineのハードウェア

	コンポーネント	説明
	
コア・コンポーネント


	
計算サーバー

	
Sun Fire X4470 M2サーバー1台


	
電源

	
電源ユニット2個: 1U A239A 2000ワットAC電源


	
システム・プロセッサ

	
CPU 4個: E7-4870、10C、2.4GHz、130W、30MBキャッシュ、6.4GT/s QPI、Intel Turbo Boost Technology、ヒートシンク付きIntel HT Technology Processor。X-Option。RoHS

X4-4: CPU 4個: E7-8895v2、10C、2.4GHz、130W、30MBキャッシュ、6.4GT/s QPI、Intel Turbo Boost Technology、ヒートシンク付きIntel HT Technology Processor。X-Option。RoHS


	
システム・メモリー

	
X2-4: デュアル・インライン・メモリー・モジュール64個: LV DIMM、16GB、DDR3-1066、1.35V (システム・メモリー合計: サーバー1台につき1TB)

X3-4: デュアル・インライン・メモリー・モジュール64個: 32GB、DDR3 RDIMM-1066 (システム・メモリー合計: サーバー1台につき2TB)

X4-4: デュアル・インライン・メモリー・モジュール64個: 32GB、DDR3 LRDIMM-1600 (システム・メモリー合計: サーバー1台につき2TB)


	
SASホスト・バス・アダプタ(HBA)

	
SAS-2 8ポート内部(2x4) 1個、6Gb、RAID PCIe Gen 2ホスト・バス・アダプタ


	
InfiniBandHostチャネル・アダプタ(HCA)

	
1個の2ポートQDR InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ


	
イーサネット・ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)

	
デュアルポート10ギガビット・イーサネットPCIe 2.0銅/ファイバSFP+カード1個


	
ファイバチャネル・カード

	
8Gbデュアルポート・ファイバ・チャネルPCI-Expressカード1個


	
ハード・ディスク・ドライブ(HDD)

	
X2-4: 2.5インチ600GB 10K RPM SAS2ハード・ディスク・ドライブ6個(HDDメモリー合計: サーバー1台につき3.6TB)

X3-4: 2.5インチ900GB 10K RPM SAS2ハード・ディスク・ドライブ6個(HDDメモリー合計: サーバー1台につき5.4TB)

X4-4: 2.5インチ1.2TB 10K RPM SAS2ハード・ディスク・ドライブ6個(HDDメモリー合計: サーバー1台につき7.2TB)


	
冷却ファン

	
シャーシ前面のホットスワップ可能冗長ファン6個(トップローディング)、各電源の冗長ファン


	
フラッシュ・カード

	
X3-4: 400GB Sun FlashAccelerator F40 PCIeカード6個

X4-4: 800GB Sun FlashAccelerator F80 PCIeカード3個


	
付属品


	
ラック取付けスライド・レール・キット

	
工具が不要なラック取付けスライド・レール・キット1個


	
ケーブル管理アーム(CMA)

	
ケーブル管理アーム1個


	
サーバー上のポートおよびI/Oスロット


	
USB 2.0ポート

	
前面2個、背面2個、内部1個


	
VGAポート

	
高密度DB-15ビデオ・ポート(前面1個、背面1個)

背面のVGAポートは、モニター識別用のVESAデバイス・データ・チャネルに対応します。


	
PCI Express 2.0 I/Oスロット

	
低プロファイルPCIeカードに対応するPCI Express 2.0スロット10個。

	
スロット0および9: x4電気的インタフェース


	
スロット1、2、4、6、7および8: x8電気的インタフェース


	
スロット3および5: x8またはx16電気的インタフェース(x16コネクタ)





	
イーサネット・ポート

	
背面パネルに10/100/1000 RJ-45 GbEポート4個

各ネットワーク・インタフェース・コントローラ(NIC)は、Intel QuickData Technology、Intel I/OAT、VMDq、PCI-SIG SR-IOV、IPSecオフロードおよびLinkSecに対応します。












2.3 PCIeスロットの割当て

表2-2は、Oracle Exalytics In-Memory MachineのスロットへのPCIeカードの割当てについて説明しています。


表2-2 Oracle Exalytics In-Memory MachineのPCIeカード・スロット

	PCIeカード	X2-4のスロット番号	X3-4のスロット番号	X4-4のスロット番号
	
8Gbデュアルポート・ファイバ・チャネルPCI-Expressカード

	
0

	
0

	
0


	
デュアルポート10ギガビット・イーサネットPCIe 2.0銅/ファイバSFP+

	
2

	
9

	
9


	
SAS-2 8ポート内部(2x4)、6Gb、RAID PCIe Gen 2 HBA

	
4

	
4

	
4


	
2ポートQDR InfiniBand HCA

	
6

	
6

	
6


	
Sun FlashAccelerator F40 PCIeカード、400GB eMLC

	
該当なし

	
スロット: 1、2、3、5、7、8

	
スロット: 1、2、3、5、7、8












2.4 主な機能

Oracle Exalytics In-Memory Machineには、次の機能が搭載されています。

	
事前に組み立てられた認定システム一式、最大パフォーマンスを確保


	
大規模アプリケーション・デプロイメントのエンドツーエンド統合に最適なプラットフォーム


	
デプロイ可能


	
リニア・スケーラブル


	
エンタープライズ対応


	
エンタープライズレベルのソフトウェアおよびハードウェアのサポート









2.5 環境仕様

表2-3は、Oracle Exalytics In-Memory Machineの環境仕様について説明しています。


表2-3 Oracle Exalytics In-Memory Machineの環境仕様

	コンポーネント	説明
	
環境

	
	
動作温度: 海抜ゼロで5˚C - 35˚C (41˚F - 95˚F)、高地で5˚C - 31˚C (41˚F - 88˚F)


	
非動作温度: -40˚C - 68˚C (-40˚F - 154˚F)


	
動作相対湿度: 10% - 90%相対湿度、非結露


	
騒音: LwAd: 8.9B(アイドル時および動作中、室温)、8.9B(最大周囲)、LpAm: 75dBA(傍観者の位置、最大周囲)





	
電力

	
	
AC電源: 200 - 240VAC (2または4 CPU)


	
CPU最大使用率での消費電力測定:

	
X2-4: 1317W


	
X3-4: 1467W


	
X4-4: 1600W





	
アクティブ・アイドル(オペレーティング・システムは起動して安定しているが、最小使用率で実行中):

	
X2-4: 663W


	
X3-4: 723W


	
X4-4: 723W








	
規制

	
	
安全性: IEC 60950、UL/CSA 60950。すべての国の相違点が含まれたCBスキーム


	
RFI/EMI: FCC CFR 47第15部クラスA、EN 55022クラスA、EN 61000-3-2、EN 61000-3-3、EN 300 386


	
イミュニティ: EN 55024、EN 300 386





	
動作保証

	
	
安全性: UL/cUL、UL DEMKO、CE、BSMI、CCC、GOST-R、S-Mark


	
EMC: CE、FCC、VCCI、ICES、C-Tick、MIC、CCC、GOST-R、BSMIクラスA


	
その他: WEEE指令(2002/96/EC)およびRoHS指令(2002/95/EC)に準拠





	
物理仕様

	
	
重量

X2-4: 最大38.5kg (85ポンド)

X3-4: 最大44kg (97ポンド)

X4-4: 最大40kg (88ポンド)


	
高さ: 129.85mm (5.1インチ)


	
幅: 436.5mm (17.2インチ)


	
奥行き: 732mm (28.8インチ)





	
取付けオプション

	
	
工具が不要なラック取付けスライド・レール・キット


	
ケーブル管理アーム


	
5m InfiniBandケーブル2本















2.6 安全性およびコンプライアンス情報

Oracle Exalytics In-Memory Machine X4-4の安全性とコンプライアンス情報については、表2-4、表2-5および表2-6を参照してください。


表2-4 製品の安全性仕様およびデータ・シートの内容

	
規制脚注 2 

	
	
製品の安全性: UL/CSA 60950-1、EN 60950-1、IEC 60950-1 CB Scheme(各国の基準に準拠)


	
RFI/EMC:


	
イミュニティ:





	
動作保証脚注 3 

	
北米(NRTL)、欧州連合(EU)、International CB Scheme


	
欧州連合指令

	
2006/95/EC (73/23/EEC)低電圧指令








脚注 1 最新の標準規格の詳細は、営業担当者にお問い合せください。

脚注 2 他国の規制が適用される場合があります。

脚注 3 他国の動作保証が適用される場合があります。


表2-5 電磁環境適合性(EMC)標準規格/規制

	
EN55022


	
CNS-13438クラスA (台湾)


	
FCC CFR 47 CFR 15B Class A (連邦規制基準、Title 47、Part 15、Subpart B Class A) (米国)


	
ICES-003 (A) NMB-3 (A) Class A (カナダ)


	
ETSI EN300386 (V1.6.1)


	
VCCI: 2008 Class A (日本)


	
KN 22 RRL Public Notice 2009-9 (2009年12月21日)


	
EN55024 (イミュニティ)


	
EN61000-3-2


	
EN61000-3-3


	
RoHS (Restriction of Hazardous Substances)指令2011/65/EU


	
WEEE (Waste Electrical and Electronic Equipment)指令2002/96/EC


	
EMC指令2004/108/EC









表2-6 製品の動作保証マーク

	
安全マーク: UL


	
規制マーク: CE、FCC、EAC、RCM、VCCI、BSMI、MSIP、ICES-003 (A) NMB-3 (A)、WEEE記号、中国版RoHS記号、インド版BIS登録申告








Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4およびX3-4の安全性とコンプライアンス情報については、次のドキュメントを参照してください。

	
Sunハードウェア・システム安全上の注意 – 配布キットに付属のドキュメント。


	
Sun Fire X4470 M2 Serverの安全性およびコンプライアンスに関するガイド – OracleのSunドキュメント・サイトからオンラインで入手。















3 ラックへのOracle Exalytics In-Memory Machineの設置

この章では、ラック取付けキットのレールアセンブリを使用して、ラックにOracle Exalytics In-Memory Machineをオプションで配置する方法について説明します。レールアセンブリは、Oracle Exalytics In-Memory Machineパッケージに付属しています。




	
注意:

ラックはOracle Exalytics In-Memory Machineに付属していません。表3-1に示す標準を満たす4本柱の既存ラックを使用する必要があります。







この章のトピックは、次のとおりです。

	
第3.1項「作業のロードマップ」


	
第3.2項「ラックの互換性の確認」


	
第3.3項「始める前に」


	
第3.4項「スライド・レールの解体」


	
第3.5項「Oracle Exalytics In-Memory Machineへのブラケットの取付け」


	
第3.6項「ラックへのスライド・レール・アセンブリの取付け」


	
第3.7項「スライド・レール・アセンブリへのOracle Exalytics In-Memory Machineの設置」


	
第3.8項「ケーブル管理アームの設置」


	
第3.9項「スライド・レールとCMAの機能の確認」






3.1 作業のロードマップ

スライド・レールとケーブル管理アームのオプションを使用して、Oracle Exalytics In-Memory Machineを4本柱のラックに設置するには、次の手順が必要になります。

	
ラックの互換性の確認


	
スライド・レールの解体


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineへのブラケットの取付け


	
ラックへのスライド・レール・アセンブリの取付け


	
スライド・レール・アセンブリへのOracle Exalytics In-Memory Machineの設置


	
ケーブル管理アームの設置


	
スライド・レールとCMAの機能の確認









3.2 ラックの互換性の確認

使用するラックが、スライド・レールとケーブル管理アーム(CMA)のオプションと互換性があることを確認します。オプションのスライド・レールは、次に示す標準を満たす各種機器ラックと互換性があります。


表3-1 Oracle Exalytics In-Memory Machineのラックの互換性

	項目	要件
	
構造

	
4本柱のラック(前方と後方に取付け)。2本柱のラックには互換性がありません。


	
ラックの水平開口部とユニットの垂直間隔

	
ANSI/EIA 310-D-1992またはIEC 60927規格に準拠します。M6ねじ穴または9.5mm角穴のみがサポートされます。


	
前方取付け面と後方取付け面との距離

	
最小610mm、最大915mm

(24インチ - 36インチ)。


	
前方取付け面の前の隙間

	
前方のキャビネット・ドアまでの距離は25.4mm

(1インチ)以上。


	
前方取付け面の裏の隙間

	
後方のキャビネット・ドアまでの距離は、ケーブル管理アームを含め900mm (35.5インチ)以上、またはケーブル管理アームなしで770mm (30.4インチ)。


	
前方取付け面と後方取付け面との隙間

	
構造支柱とケーブル・トラフとの距離は456mm (18インチ)以上。


	
マシン寸法

	
奥行き: (PSUハンドルを含まない): 732mm (28.82インチ)

幅: (取っ手を含まない): 436.5mm (17.19インチ)

高さ: 129.85mm (5.11インチ)












3.3 始める前に

ラックにOracle Exalytics In-Memory Machineを設置する前に、次の注意事項と重要事項を確認してください。

	
ラックの上側が重くなって倒れないように、常に下から上にラックに機器を搭載してください。機器の設置中にラックが倒れないように、ラックの転倒防止バーを配置してください。


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineを、閉じているラック・アセンブリや複数ユニットのラック・アセンブリに設置すると、ラック環境の動作周囲温度が室内周囲温度よりも高くなる場合があります。そのため、Oracle Exalytics In-Memory Machineに指定された最大周囲温度(Tma)と互換性のある環境に機器を設置するよう配慮する必要があります。


	
ラックに機器を設置する場合、その機器の安全な操作に必要な空気流量が損なわれないようする必要があります。


	
ラックに機器を取り付ける場合、機械的加重が不均一なために危険な状態にならないようにする必要があります。


	
電源回路への機器の接続と、回路の過負荷が過電流保護や回路の配線に与える影響を考慮する必要があります。この問題に対処する場合、機器のネームプレートにある電力定格に適宜配慮する必要があります。


	
ラック取付け式機器の信頼できる接地を維持する必要があります。分岐回路への直接接続以外の電源接続(テーブル・タップの使用など)には特に注意する必要があります。


	
スライド・レール取付け機器を、棚や作業領域として使用しないでください。









3.4 スライド・レールの解体

取付け前にスライド・レールを解体するには、次の手順を完了します。

	
スライド・レールを開封します。


	
図3-1に示すように、スライド・レール・アセンブリの前にあるスライド・レール・ロックを探します。


	
図3-1に示すように、スライド・レール・ロックを矢印の方向に押し込みながら、スライド・レール・アセンブリからブラケットを止め具に達するまで引き出します。


	
ブラケット・リリース・ボタンをブラケットの前側に押し込みながら(図3-1)、ブラケットをスライド・レール・アセンブリから引き抜きます。


図3-1 設置前のスライド・レールの解体

[image: 図3-1の説明が続きます]






表3-2 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
スライド・レール・ロック


	
2

	
ブラケット・リリース・ボタン















3.5 Oracle Exalytics In-Memory Machineへのブラケットの取付け

ラックへの取付けの前にブラケットをOracle Exalytics In-Memory Machineに取り付ける必要があります。

ブラケットを取り付けるには、次の手順を完了します。

	
図3-2に示すように、スライド・レール・ロックがOracle Exalytics In-Memory Machineの前にあり、ブラケットの5つの鍵穴開口部が、シャーシ側面の5つの位置決めピンに合うようにブラケットをシャーシに対して配置します。




	
注意:

ブラケットは同一であるため、シャーシのどちら側にも取り付けられます。








図3-2 ブラケットの取付け

[image: 図3-2の説明が続きます]





	
図3-2に示すように、シャーシの5本の位置決めピンの頭がブラケットの5つの鍵穴開口部から突き出るようにして、ブラケットのクリップがカチッと音がして所定位置でロックされるまでシャーシの前方向にブラケットを引き出します。


	
背面の位置決めピンがブラケットのクリップとかみ合っていることを確認します。


	
手順を繰り返して、Oracle Exalytics In-Memory Machineのもう一方の側面に残りのブラケットを取り付けます。









3.6 ラックへのスライド・レール・アセンブリの取付け

スライド・レール・アセンブリは、9.5mm角穴とM6丸穴のラックのみに対応しています。7.2mm、M5または10 - 32個の取付け穴のラックなどには対応していません。レール穴のサイズの詳細は、使用するラックのドキュメントを参照してください。

ラックにスライド・レール・アセンブリを取り付けるには、次の手順を完了します。

	
(オプション)Oracle Exalytics In-Memory Machineが設置されているラックを移動する必要がある場合、取付けねじやケージ・ナットを使用してスライド・レール・アセンブリを取り付けることをお薦めします。




	
注意:

次の手順を実行する前にケージ・ナットを差し込みます。これらのケージ・ナットの挿入手順については、レール・ラック取付けキットの概要と情報カードを参照してください。このカードは、ラック・キットに付属しています。








	
図3-3に示すように、スライド・レール・アセンブリの前側のブラケットがラック前方の柱の外側になり、スライド・レール・アセンブリの後方のブラケットがラック後方の柱の内側になるようにスライド・レール・アセンブリをラックに配置します。


	
スライド・レール・アセンブリの取付けピンの位置を、ラックの前方および後方の柱の取付け穴に合せます。次に、図3-4に示すように、取付けピンとラックがかみ合うまで、ラックの後方向にアセンブリを押し込み所定位置でロックします。

取付けピンとラックがかみ合うと、カチッという音がします。




	
注意:

スライド・アセンブリの取付けピンは、9.5mm角穴またはM6丸穴に対応しています。他のサイズの取付け穴には対応していません。








図3-3 ラックへのスライド・レール・アセンブリの設置

[image: 図3-3の説明が続きます]






図3-4 スライド・レールの取付けピン

[image: 図3-4の説明が続きます]





	
(オプション)取付けねじとケージ・ナットを使用してスライド・レール・アセンブリを取り付ける場合、前方および後方のスライド・レール・ブラケットとラックの柱にM6取付けねじを差し込み、ケージ・ナットでしっかりと締めます。図3-5を参照してください。


図3-5 ラックへのスライド・レール・アセンブリの取付け

[image: 図3-5の説明が続きます]





	
手順2 - 4を繰り返して、スライド・レール・アセンブリの残りを取り付けます。


	
図3-6に示すように、可能な場合、ラック下部にある転倒防止バーを伸ばしてください。手順は、使用するラックのドキュメントを参照してください。


図3-6 転倒防止バーの引き伸ばし

[image: 図3-6の説明が続きます]








	
注意:

ラックに転倒防止バーがない場合、ラックが転倒する可能性があります。















3.7 スライド・レール・アセンブリへのOracle Exalytics In-Memory Machineの設置

ブラケットを使用して、ラックに取り付けるスライド・レール・アセンブリにOracle Exalytics In-Memory Machineシャーシを設置するには、この手順を使用します。




	
注意:

この手順では、Oracle Exalytics In-Memory Machineの重量のため、2人以上の作業員が必要です。この手順を1人で実行すると、機器の損傷や人身傷害が発生するおそれがあります。
ラックの上側が重くなって倒れないように、常に下から上にラックに機器を搭載してください。機器の設置中にラックが倒れないように、ラックの転倒防止バーを伸ばしてください。









スライド・レール・アセンブリにOracle Exalytics In-Memory Machineを設置するには、次の手順を完了します。

	
ラックのスライド・レール・アセンブリにスライド・レールをできるだけ奥まで押し込みます。


	
図3-7に示すように、ブラケットの後端が、ラックに取り付けられたスライド・レール・アセンブリに合うようにOracle Exalytics In-Memory Machineを持ち上げます。


	
ブラケットをスライド・レールに挿入し、ブラケットがスライド・レールの止め具に接触するまでサーバーをラックに押し込みます(約30cm (12インチ))。




	
注意:

Oracle Exalytics In-Memory Machineをスライド・レールに挿入したら、ブラケットの上部と下部の取付け口がスライド・レールに差し込まれていることを確認します。正しく設置されていれば、Oracle Exalytics In-Memory Machineは、前後に簡単にスライドするはずです。ユニットが簡単にスライドしない場合、各取付け口が適切に差し込まれているかどうかを確認してください。ブラケットが適切に差し込まれていない場合、ラックから取り外すときにユニットが落下することがあります。








図3-7 ブラケットを使用したスライド・レールへのOracle Exalytics In-Memory Machineの挿入

[image: 図3-7の説明が続きます]





	
各ブラケットの緑のスライド・レール・リリース・ボタン(図3-1)を同時に押しながら、Oracle Exalytics In-Memory Machineをラック内に押し込みます(図3-8)。ブラケットの前にあるスライド・レール・ロックがスライド・レール・アセンブリとかみ合うまで押し込みます。かみ合うと、カチッと音がします。


図3-8 ラックへのOracle Exalytics In-Memory Machineのスライド

[image: 図3-8の説明が続きます]








	
注意:

作業を続ける前に、Oracle Exalytics In-Memory Machineがラックにしっかりと取り付けられていること、およびスライド・レール・ロックがブラケットとかみ合っていることを確認します。















3.8 ケーブル管理アームの設置

ケーブル管理アーム(CMA)はオプションのアセンブリで、ラックでのサーバー・ケーブルのルート決定に使用できます。

オプションのCMAを設置するには、次の手順を完了します。

	
CMA部品を開封します。


	
CMAを機器ラックの裏側に置き、Oracle Exalytics In-Memory Machineの裏側に作業用の十分なスペースがあるかどうかを確認します。




	
注意:

この手順で示される左または右は、作業者が機器ラックの裏側に面していると仮定して記載されています。








	
テープを取り外して、CMAの部品を分けます。


	
図3-9に示すように、CMAのブラケット・コネクタを右側のスライド・レールに、カチッと音がして所定位置でロックするまで差し込みます。


図3-9 右側スライド・レール背面へのCMAブラケットの挿入

[image: 図3-9の説明が続きます]






表3-3 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
CMAブラケット


	
2

	
右側スライド・レール








	
図3-10に示すように、右側のCMAスライド・レール・コネクタを右側のスライド・レール・アセンブリに、カチッと音がして所定位置でロックするまで差し込みます。


図3-10 右側スライド・レール背面へのCMAスライド・レール・コネクタの挿入

[image: 図3-10の説明が続きます]






表3-4 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
CMAスライド・レール・コネクタ


	
2

	
右側スライド・レール








	
図3-11に示すように、左側のCMAスライド・レール・コネクタを左側のスライド・レール・アセンブリに、カチッと音がして所定位置でロックするまで差し込みます。


図3-11 左側スライド・レール背面へのCMAスライド・レール・コネクタの挿入

[image: 図3-11の説明が続きます]






表3-5 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
CMAスライド・レール・コネクタ


	
2

	
左側スライド・レール








	
必要に応じて、Oracle Exalytics In-Memory Machineにケーブルを設置してルートを決定します。


	
必要な場合、図3-12に示すように、ケーブル・フックとループ・ストラップをCMAに取り付けて押し込み、ケーブルを固定します。




	
注意:

ケーブル・フックとループ・ストラップは、あらかじめCMAに取り付けられています。ケーブル・フックとストラップをCMAに取り付けなおす必要がある場合は、この手順を実行します。








図3-12 CMAケーブル・ストラップの取付け

[image: 図3-12の説明が続きます]






表3-6 図の凡例

	番号	説明
	
1

	
CMAケーブル・ストラップ


	
2

	
CMAアーム















3.9 スライド・レールとCMAの機能の確認

スライド・レールとCMAが適切に機能していることを確認するには、次の手順を使用します。




	
注意:

この手順は2人の作業員で行うことをお薦めします。1人はOracle Exalytics In-Memory Machineをラックの内外に移動し、もう1人はケーブルとCMAを観察します。







	
スライド・レールが止め具に達するまでOracle Exalytics In-Memory Machineをラックからゆっくりと引き出します。


	
バインドまたはねじれがないか、接続されたケーブルを検査します。


	
CMAがスライド・レールからいっぱいに伸びることを確認します。


	
次のサブ手順の説明に従い、Oracle Exalytics In-Memory Machineをラックに押し戻します。

Oracle Exalytics In-Memory Machineが十分に引き出されたら、2セットのスライド・レール止め具を放してOracle Exalytics In-Memory Machineをラックに戻す必要があります。

	
1セット目の止め具は、各スライド・レールの内側にあるレバーで、Oracle Exalytics In-Memory Machineの背面パネルのちょうど裏側にあります。両方の緑のレバーを同時に押して、Oracle Exalytics In-Memory Machineをラック方向にスライドします。Oracle Exalytics In-Memory Machineは、約46cm (18インチ)スライドして止まります。作業を続ける前に、ケーブルおよびCMAが引っかからずに格納されることを確認します。


	
2セット目の止め具は、各ブラケットの前方近くにあるスライド・レール・リリース・ボタンです(図3-1)。緑のスライド・レール・リリース・ボタンを両方同時に押して、両方のスライド・レール・ロックがかみ合うまでOracle Exalytics In-Memory Machineを完全にラック内に押し込みます。





	
必要に応じて、ケーブル・ストラップおよびCMAを調整します。















4 ネットワークへのOracle Exalytics In-Memory Machineの追加

この章では、既存のネットワークにOracle Exalytics In-Memory Machineを接続する方法について説明します。また、exalytics_configure_network.shスクリプトを使用してOracle Exalytics In-Memory Machineを構成する方法についても説明します。




	
注意:

eDeliveryサイトからexalytics_configure_network.shスクリプトをダウンロードする必要があります。exalytics/binというディレクトリを、Oracle Exalytics In-Memory Machineの/optディレクトリに作成し、その場所にスクリプトをコピーします。この場所からスクリプトを実行します。







次のトピックが含まれます:

	
第4.1項「始める前に」


	
第4.2項「ネットワーク・ポートの概要」


	
第4.3項「10GbE接続のトランシーバと光モジュール」


	
第4.5項「ETH0のデフォルトのIPアドレス」


	
第4.6項「ネットワークへのExalytics In-Memory Machineの接続」


	
第4.7項「Oracle Exalytics In-Memory Machineのネットワークの構成」


	
第4.8項「次の作業」






4.1 始める前に

データ・センターの既存のネットワークにOracle Exalytics In-Memory Machineを接続する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

	
スイッチ要件


	
ケーブル要件






4.1.1 スイッチ要件

データ・センターのネットワークにOracle Exalytics In-Memory Machineを接続する前に、次の事前準備を完了します。

	
Oracle Exalytics In-Memory Machineとネットワークとの接続に使用するネットワーク・スイッチまたはコネクタを特定します。


	
ネットワーク・スイッチに関連付けるIPサブネットとアドレス範囲を特定します。









4.1.2 ケーブル要件

次のイーサネット・ケーブルがOracle Exalytics In-Memory Machineパッケージに付属しています。

	
10フィート(CAT5/CAT5E)赤ケーブル1本(部品番号: 530-4433-01)


	
10フィート(CAT5/CAT5E)黒ケーブル1本(部品番号: 530-4435-01)




これらのケーブルを使用して、Oracle Exalytics In-Memory Machineをデータ・センターのネットワークに接続できます。








4.2 ネットワーク・ポートの概要

図4-1および図4-2に、Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4とOracle Exalytics In-Memory Machine X3-4のそれぞれで使用可能なネットワーク・ポートを示します。


図4-1 Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4の背面のネットワーク・ポート

[image: 図4-1の説明が続きます]






図4-2 Oracle Exalytics In-Memory Machine X3-4およびOracle Exalytics In-Memory Machine X4-4の背面のネットワーク・ポート

[image: 図4-2の説明が続きます]





図4-1および図4-2では、Oracle Exalytics In-Memory Machineの背面にある4個の10/100/1000Gbイーサネット・ポートが破線の赤丸で示されています。これらのポートの名前は、NET 0、NET 1、NET 2、NET 3です。




	
注意:

これらのGbイーサネット・ポートをどれでも使用できますが、NET 0を使用することをお薦めします。







ILOM 10/100イーサネット・ポートは、実線の青丸で示されています。このポートの名前はNET MGTです。






4.3 10GbE接続のトランシーバと光モジュール

10GbEネットワーク・ポートを使用するには、Small Form-factor Pluggable Plus (SFP+)トランシーバまたはケーブル(光または銅)を用意して、既存の10GbEネットワーク・インフラストラクチャにネットワーク・ポートを接続する必要があります。Oracle Exalytics In-Memory Machineには、SFP+トランシーバや10GbEケーブルは付属していません。これらは別途購入する必要があります。銅ケーブルの場合、オラクル社から次のケーブルを購入できます。これらのケーブルにはSFP+トランシーバが組み込まれているため、Oracle Exalytics In-Memory Machineのネットワーク・ポートに対してSFP+トランシーバを別途購入する必要はありません。


表4-1 ケーブル

	名前	長さ	Oracle部品番号
	
TwinAx 1m

	
1m

	
X2130-1M


	
TwinAx 3m

	
3m

	
X2130-3M


	
TwinAx 5m

	
5m

	
X2130-5M


	
TwinAx 10m

	
10m

	
X2130-10M








光ケーブルの場合、ネットワーク・ポートごとにSFP+トランシーバ(短距離(SR)または長距離(LR)のいずれか)を購入し、適切な光ケーブルを差し込む必要があります。オラクル社では、現在SRとLR両方のSFP+トランシーバを販売しています。


表4-2 トランシーバ

	名前	部品番号
	
10GbEトランシーバSR (SFP+)

	
X2129A-N


	
10GbEトランシーバLR (SFP+)

	
X5562A-Z








これらのトランシーバに加えて、サード・パーティ・ベンダーの適切なLC-LC終端ファイバ光ケーブルを購入する必要があります。





4.4 ファイバ・チャネル(FC)およびファイバ・チャネル・オーバー・イーサネット(FCoE)接続用のUniversal HBA (Host Bus Adapter)

Universal Host Bus Adapterを使用して、FCおよびFCoEネットワークに接続します。Universal HBAは、操作プロトコル・モードを2ポートの16Gb FC HBAから2ポートの10GbEファイバ・チャネル・オーバー・イーサネット(FCoE)のコンバージド・ネットワーク・アダプタに変更できる構成可能なボードです。Universal HBAでは、次の4つの構成が可能です。

	
10 GbE FCoE銅 - この構成では、Twinax銅ケーブル接続、および10GbE FCoE HBA機能が提供されます。この構成のUniversal HBAの場合、光トランシーバ・モジュールは取り付けられておらず、提供もされません。


	
16Gb FC SW (短波長)光 - この構成では、Universal HBAのSFP+コネクタに16Gb FC短波長の光トランシーバ・モジュールを取り付けて、16Gbファイバ・チャネルHBA機能を有効にする必要があります。


	
10GbE FCoE SR (短距離)光 - この構成では、Universal HBAのSFP+コネクタに10GbE短距離の光トランシーバ・モジュールを取り付けて、10GbE FCoEコンバージド・ネットワーク・アダプタ機能を有効にする必要があります。


	
16Gb FC LW (長波長)光 - この構成の場合、Universal HBAのSFP+コネクタに16Gb FC長距離の光トランシーバ・モジュールを取り付けて、16Gb FC HBA機能を有効にする必要があります。





4.4.1 Universal Host Bus Adapterの取付け

接続用のUniversal Host Bus Adapterを取り付けるには、次の手順を実行します。

	
取付けの準備を行います。

Universal HBAをSFP+光トランシーバ・モジュールに接続するよう構成することを選択した場合、光トランシーバ・モジュールを取り付けてから、Universal HBAをシステムに取り付ける必要があります。詳細な手順は、「取付けの準備」を参照してください。


	
Universal HBAハードウェアを取り付けます。詳細な手順は、「ハードウェアの取付け」を参照してください。


	
Universal HBAソフトウェアをインストールします。詳細な手順は、「ソフトウェアのインストール」を参照してください。











4.5 ETH0のデフォルトのIPアドレス

Exalytics In-Memory Machineが配送される際、マシンのeth0(物理NET0ポート)インタフェース用に構成されているデフォルトIPアドレスが異なる場合があります。クラスCサブネット192.168.1.0において任意のIPアドレスにできます。

Exalytics In-Memory Machineのeth0アドレスを調べるには、デフォルトIPアドレス192.168.1.200を使用して、SSHでマシンのILOMに接続します。ログインしたら、次のコマンドを実行して、ネットワーク構成情報を表示します。

show /SP/network






4.6 ネットワークへのExalytics In-Memory Machineの接続

データ・センターのネットワークにOracle Exalytics In-Memory Machineを接続するには、次の手順を完了します。

	
Gbイーサネット・ポート(NET 2など)にネットワーク・ケーブルの一方の端を取り付けます(図4-1を参照)。


	
ケーブルのもう一方の端を、ネットワーク・コネクタまたはスイッチ(ネットワークが建物内ですでに設定されている場合)、あるいはハブ(クライアント/サーバー・ネットワークの場合)に接続します。


	
機能するUSBとネットワーク・ポートがラップトップに搭載されていることを確認します。


	
最大長25フィートのカテゴリ5Eパッチ・ケーブルと、最大長15フィートのシリアル・ケーブルがあることを確認します。


	
ラップトップのネットワーク・ポートを、ネットワーク・コネクタまたはスイッチの未使用の入力ポートに接続します。ネットワーク・コネクタまたはスイッチの管理ポートには接続しないでください。


	
ラップトップでオペレーティング・システムが起動されていない場合、ここでオペレーティング・システムを起動します。

	
ラップトップでWindowsオペレーティング・システムを使用している場合は、次のようにします。

	
「コントロール パネル」→「ネットワーク接続」に移動します。ネットワーク接続のリストで、配線されているネットワーク・アダプタを選択して右クリックし、「プロパティ」を選択します。ネットワークのプロパティ画面が表示されます。


	
「全般」タブをクリックして、「インターネット プロトコル (TCP/IP)」を選択します。「プロパティ」をクリックします。「インターネット プロトコル (TCP/IP) のプロパティ」画面が表示されます。


	
「次の IP アドレスを使う:」オプションを選択して、ラップトップの静的IPアドレスを入力します。デフォルトのゲートウェイは不要ですが、「デフォルト ゲートウェイ」フィールドに同じIPアドレスを入力します。「OK」をクリックして、ネットワーク接続画面を終了します。




	
注意:

この静的IPは、データ・センターのネットワーク・スイッチまたはコネクタが存在するネットワークと同じサブネットおよびアドレス範囲にある必要があります。











	
ラップトップでLinuxオペレーティング・システムを使用している場合は、次のようにします。

	
rootユーザーでログインします。


	
コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力して、Oracle Exalytics In-Memory Machineに取り付けるETH0などのネットワーク・デバイスを表示します。

# ifconfig -a

Oracle Exalytics In-Memory Machineに取り付けるネットワーク・デバイスまたはアダプタのリストが表示されます。


	
必要なネットワーク・インタフェースを設定するには、次の例のように、コマンド・プロンプトでifconfigコマンドを実行します。

# ifconfig eth0 192.0.2.10 netmask 255.255.255.0 up

この例では、ifconfigコマンドは、ネットワーク・マスク255.255.255.0でIPv4アドレス192.0.2.10をeth0インタフェースに割り当てます。















4.7 Oracle Exalytics In-Memory Machineのネットワークの構成

この項では、exalytics_configure_network.shスクリプトを使用して、Oracle Exalytics In-Memory Machineのネットワークを構成する方法について説明します。

次のトピックが含まれます:

	
概要


	
スクリプト実行前のOracle Exalytics In-Memory Machineの状態


	
exalytics_configure_network.shスクリプトの実行


	
構成の確認






4.7.1 概要

オペレーティング・システムの初期イメージのインストール後に、exalytics_configure_network.shスクリプトを使用してOracle Exalytics In-Memory Machineを構成します。

このスクリプトでは、次の内容を確認します。

	
スクリプトは、開始されると、ユーザーがrootであることを確認します。root以外のユーザーは、スクリプトを実行できません。


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineが10GbEカードと一緒にインストールされていることを確認します。カードがインストールされていないか、ドライバが構成されていない場合、スクリプトの実行は停止します。


	
セッションで構成されたすべてのゲートウェイとホスト名に対する接続性を確認します。




スクリプトを実行して次の複数のインタフェースを構成できます。

	
InfiniBand


	
10 GbEインタフェース


	
1GbEインタフェース


	
ホスト名


	
時間


	
ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)







	
注意:

exalytics_configure_network.shスクリプトではファイバ・チャネルを構成できません。









4.7.1.1 InfiniBand

exalytics_configure_network.shスクリプトは、オプションで2つのInfiniBandインタフェースを結合してInfiniBandネットワーク・インタフェースを構成します。このインタフェースは、Oracle Exalytics In-Memory MachineとExalogicマシンまたはOracle Exadata Database Machineとの接続を目的としたIPoIB通信(bond0)に使用されます。スクリプトにIPアドレスとネットマスクを指定する必要があります。このInfiniBandインタフェースのゲートウェイ・アドレスは必要ありません。

exalytics_configure_network.shスクリプトを使用してInfiniBandを構成する場合、次のファイルが更新されます。


/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ib*
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond0
/etc/modprobe.conf





	
注意:

スクリプトにより、これらのファイルのコピーが/tmp/exalytics.save/ディレクトリに保持され、変更できるファイルの均一なバックアップが作成されます。












4.7.1.2 10GbEインタフェース

exalytics_configure_network.shスクリプトは、結合が10GbEインタフェースで必要かどうかを確認します。結合を選択する場合、スクリプトはすべての10GbEインタフェースでbond1を使用して結合済インタフェースを構成します。bond1インタフェースの場合、スクリプトにはIPアドレス、ネットマスクおよびゲートウェイ・アドレスが必要です。

結合インタフェースを選択しない場合、スクリプトは、各インタフェースを個別に構成するかどうかを確認します。構成するインタフェースごとにIPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ・アドレスの入力が求められます。

exalytics_configure_network.shスクリプトを使用して10GbEインタフェースを構成する場合、次のファイルが更新されます。


/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth*
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond1
/etc/modprobe.conf





	
注意:

スクリプトにより、インタフェース・ファイルのコピーが/tmp/exalytics.save/ディレクトリに保持され、変更できるファイルの均一なバックアップが作成されます。












4.7.1.3 1GbEインタフェース

exalytics_configure_network.shスクリプトは、結合が1GbEインタフェースで必要かどうかを確認します。結合を選択する場合、スクリプトはすべての1GbEインタフェースでbond2を使用して結合済インタフェースを構成します。bond2インタフェースの場合、スクリプトにはIPアドレス、ネットマスクおよびゲートウェイ・アドレスが必要です。

結合インタフェースを選択しない場合、スクリプトは、各インタフェースを個別に構成するかどうかを確認します。構成するインタフェースごとにIPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ・アドレスの入力が求められます。

exalytics_configure_network.shスクリプトを使用して1GbEインタフェースを構成する場合、次のファイルが更新されます。


/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth*
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond2
/etc/modprobe.conf





	
注意:

スクリプトにより、インタフェース・ファイルのコピーが/tmp/exalytics.save/ディレクトリに保持され、変更できるファイルの均一なバックアップが作成されます。












4.7.1.4 ホスト名

exalytics_configure_network.shスクリプトは、使用するOracle Exalytics In-Memory Machineのホスト名とドメイン名をオプションで構成します。ホスト名を構成しなければ、ドメイン名は構成できません。

構成されたホスト名は、次の順序でIPアドレスとマップします。

	
このセッションで構成された最後のIP。


	
IPが構成されていない場合、bond1、bond2、…、eth5で最初のアクティブなインタフェースからIPを取得します。


	
IPが見つからない場合、/etc/hostsファイルで構成されているIPはありません。




exalytics_configure_network.shスクリプトを使用してホスト名を構成する場合、次のファイルが更新されます。


/etc/sysconfig/network
/etc/hosts





	
注意:

スクリプトにより、インタフェース・ファイルのコピーが/tmp/exalytics.save/ディレクトリに保持され、変更できるファイルの均一なバックアップが作成されます。












4.7.1.5 時間

exalytics_configure_network.shスクリプトは、オプションでtzselectスクリプトを使用してタイムゾーンを構成します。このスクリプトにより、番号付けされたメニュー選択を使用して、大陸、国、市を選択できます。スクリプトは、ネットワーク・タイム・サーバーを構成する必要があるかどうかを確認します。サーバーを構成するよう選択した場合、サーバー名などの必須情報の入力が求められます。

タイム・サーバーを構成しない場合、日時の設定が求められます。

ネットワーク・タイム・サーバーの構成の場合、スクリプトは、/etc/ntp.confファイルを変更し、ntpdデーモンを起動して、これをブート時にも起動するように追加します。

タイムゾーン選択の場合、スクリプトは、/etc/localtimeへの新しいソフト・リンクを作成します。




	
注意:

スクリプトにより、インタフェース・ファイルのコピーが/tmp/exalytics.save/ディレクトリに保持され、変更できるファイルの均一なバックアップが作成されます。












4.7.1.6 ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)

exalytics_configure_network.shスクリプトは、指定した1台以上のドメイン・ネーム・サーバーをオプションで構成します。

exalytics_configure_network.shスクリプトを使用してドメイン・ネーム・サーバーを構成する場合、次のファイルが更新されます。


/etc/resolv.conf





	
注意:

スクリプトにより、インタフェース・ファイルのコピーが/tmp/exalytics.save/ディレクトリに保持され、変更できるファイルの均一なバックアップが作成されます。














4.7.2 スクリプト実行前のOracle Exalytics In-Memory Machineの状態

exalytics_configure_network.shスクリプトの実行前に、Oracle Exalytics In-Memory Machineは次の内容で構成されていません。

	
10GbEおよび1GbEネットワーク・インタフェース


	
オプションのInfiniBandネットワーク・インタフェース


	
ホスト名、ドメイン名、タイムゾーン


	
タイム・サーバーとドメイン・ネーム・サーバー









4.7.3 exalytics_configure_network.shスクリプトの実行

exalytics_configure_network.shスクリプトを実行し、表4-3の説明に従って構成オプションを選択します。


表4-3 exalytics_configure_network.shのプロパティ

	質問/パラメータ	説明
	
Do you want to configure InfiniBand for Exadata connection? (y/n) [n]

	
Oracle Exalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machineとの接続にInfiniBandを構成する場合はyを入力します。


	
Enter bond0 IP address

	
bond0 IPアドレスを入力します。たとえば、192.168.21.12です。


	
Use xx.xxx.xx.xx for bond0 ip address (y/n) [y]

	
指定したbond0 IPアドレスを確認してyを入力します。


	
Enter bond0 netmask address

	
bond0ネットマスク・アドレスを入力します。たとえば、255.255.255.0です。


	
Use xx.xxx.xxx.xx for bond0 netmask (y/n) [y]

	
指定したbond0ネットマスク・アドレスを確認してyを入力します。


	
Do you want to configure 10G network(y/n) [n]

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Configure bonding on eth0 eth1? (y/n) [n]

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Configure eth0 Interface? (y/n) [n]

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Enter eth0 IP address

	
eth0 IPアドレスを入力します。たとえば、10.10.10.10です。


	
Use xx.xxx.xx.xx for eth0 ip address (y/n) [y]

	
指定したeth0 IPアドレスを確認してyを入力します。


	
Enter etho0 netmask address

	
eth0インタフェースのネットマスクを入力します。たとえば、255.255.248.0です。


	
Use xx.xxx.xxx.xx for eth0 netmask (y/n) [y]

	
指定したeth0ネットマスクを確認してyを入力します。


	
Enter eth0 gateway address

	
eth0ゲートウェイ・アドレスを入力します。たとえば、10.20.30.40です。


	
Use xx.xxx.xxx.xx for eth0 gateway (y/n) [y]

	
指定したeth0ゲートウェイ・アドレスを確認してyを入力します。


	
Configure eth1 Interface? (y/n) [n]

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Disable eth1

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Do you want to configure 1G network (y/n) [y]

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Configure bonding on eth2 eth3 eth4 eth5? (y/n) [n]: n

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Configure eth2 Interface? (y/n) [n]: y

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Enter eth2 IP address

	
eth2 IPアドレスを入力します。たとえば、10.10.10.11です。


	
Use xx.x.x.xx for eth2 ip address (y/n) [y]: y

	
指定したeth2 IPアドレスを確認してyを入力します。


	
Enter eth2 netmask address

	
eth2インタフェースのネットマスクを入力します。たとえば、255.255.255.254です。


	
Use xxx.xxx.xxx.xxx for eth2 netmask (y/n) [y]: y

	
指定したeth2ネットマスク・アドレスを確認してyを入力します。


	
Enter eth2 gateway address

	
eth2ゲートウェイ・アドレスを入力します。たとえば、10.1.1.1です。


	
Use xx.x.x.x for eth2 gateway (y/n) [y]: y

	
指定したeth2ゲートウェイ・アドレスを確認してyを入力します。


	
Configure eth3 Interface? (y/n) [n]: n

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Disable eth3

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Configure eth4 Interface? (y/n) [n]: n

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Disable eth4

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Configure eth5 Interface? (y/n) [n]: n

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Disable eth5

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Do you want to configure hostname (y/n) [n]: y

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Enter hostname

	
マシンのホスト名を入力します。たとえば、myhostと入力します。


	
Use xxxxx for host_name (y/n) [y]: y

	
指定したホスト名を確認してyを入力します。


	
Enter domainname:mydomain

	
ドメイン名を入力します。たとえば、mydomainと入力します。


	
Use xxxxx in for domainname (y/n) [y]: y

	
指定したドメイン名を確認してyを入力します。


	
Do you want to configure timezone (y/n) [y]: y

	
構成オプションに応じて、yまたはnを入力します。


	
Please identify a location so that time zone rules can be set correctly.

大陸や大洋を選択してください。

	
場所を入力します。たとえば、南北アメリカ大陸の場合は2を入力します。


	
Please select a country.

	
国を入力します。たとえば、米国の場合は47を入力します。


	
Please select one of the following time zone regions

	
タイムゾーンを入力します。たとえば、太平洋時間の場合は21を入力します。


	
The following information has been given: United States Pacific Time Therefore TZ='America/Los_Angeles' will be used. Local time is now: Thu Oct 20 07:19:36 PDT 2005. Universal Time is now: Thu Oct 20 14:19:36 UTC 2005. Is the above information OK?

	
情報が正しい場合は1を入力します。


	
Here is that TZ value again, this time on standard output so that you can use the /usr/bin/tzselect command in shell scripts: do you want to configure time server (y/n) [y]: y

	
タイム・サーバーを構成する場合はyを入力します。


	
Enter network time server:10.162.39.1 Use 10.162.39.1 for timeserver (y/n) [y]: y Do you want to configure DNS(s) (y/n) [y]: y Enter DNS: 10.162.39.57 Use 10.162.39.57 for DNS (y/n) [y]: y configure another DNS? (y/n) [n]: n

	
1台以上のドメイン・ネーム・サーバーを構成する場合はyを入力します。


	
Commit changes? (y/n) [n]: y

	
構成のオプションと値を確認するには、yを入力します。












4.7.4 構成の確認

exalytics_configure_network.shスクリプトの実行が成功すると、Oracle Exalytics In-Memory Machineのネットワーク構成を次のように確認できます。

	
10GbEネットワーク・アドレスをpingして、10GbEネットワーク・インタフェースを確認します。


	
1GbEネットワーク・アドレスをpingして、1GbEネットワーク・インタフェースを確認します。


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineでibstatコマンドを実行して、InfiniBandネットワーク・インタフェースを確認します。


	
ゲートウェイ・アドレスをpingします。


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineと同じサブネットにあるマシンのIPアドレスをインタフェースごとにpingします。


	
ログ・ファイル(/var/log/init-exalytics/init-exalytics.log)を確認します。


	
ifconfig -aコマンドを実行して、ネットワーク構成を確認します。











4.8 次の作業

Oracle Exalytics In-Memory Machineのネットワークを構成したら、マシンへのOracle Business Intelligenceソフトウェアのインストール作業に進みます。詳細は、Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド for Linuxを参照してください。

Oracle Essbaseのインストールの詳細は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイドを参照してください。












5 ストレージの構成

この章では、Oracle Exalytics In-Memory Machineのストレージの構成について説明します。

次のトピックが含まれます:

	
第5.1項「ディスク・パーティションの概要」


	
第5.2項「Storage Area NetworkへのExalyticsの接続」


	
第5.3項「その他の情報」






5.1 ディスク・パーティションの概要

表5-1は、Oracle Exalytics In-Memory Machineに構成されているディスク・パーティションを示しています。


表5-1 ディスク・パーティション

	パーティション	容量	ハードウェアRAID	マウント・ポイント	説明
	
起動

	
99MB

	
RAID1

	
/boot

	
起動用パーティション


	
ベース・オペレーティング・システム、ログ、および一時領域

	
X2-4: 447GB

X3-4: 670GB

X4-4: 670GB

	
RAID1

	
/


	
ベース・オペレーティング・システム、ログ、および一時領域用パーティション


	
ソフトウェアおよびデータ・ファイルなど

	
X2-4: 1.797TB

X3-4: 2.4TB

X4-4: 2.4TB

	
RAID5

	
ディスク・パーティション/u01が作成され、当該のsdbディスクで使用できます。

	
データ用パーティション











	
注意:

表5-1に示されているハードディスク・ストレージに加えて、X3-4マシンには6個の400GBのSun FlashAccelerator F40 PCIeカード(メモリー合計: 2.4TB RAW)が装備され、X4-4マシンには3個の800GBのSun FlashAccelerator F80 PCIeカード(メモリー合計: 2.4TB RAW)が装備されます(/u02にマウントされます)。
フラッシュ・カードの構成方法は、Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド for Linuxのフラッシュの構成と欠陥があるフラッシュ・カードの交換に関する項を参照してください。














5.2 Storage Area NetworkへのExalyticsの接続

Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1 (1.0.0.1)を使用して開始すると、Storage Area Network (SAN)機能がサポートされます。この項では、ExalyticsをStorage Area Networkに接続する手順について説明します。

ExalyticsをStorage Area Networkに接続する手順は次のとおりです。

	
始める前に


	
Storage Area Network (SAN)構成の準備


	
光ケーブルの接続


	
Red Hat/SUSE Linux OS(オプション)の診断サポートのインストール


	
接続の検証


	
設定の完了






5.2.1 始める前に

データ・センターの既存のネットワークにOracle Exalytics In-Memory Machineを接続する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

	
ケーブル要件


	
ホスト・バス・アダプタの機能および仕様






5.2.1.1 ケーブル要件

光ファイバ・メディア、短波長、マルチモード・ファイバ(400-M5- SN-S)






5.2.1.2 ホスト・バス・アダプタの機能および仕様

詳細は、StorageTek 8 Gb FC PCI-Express HBAインストレーション・ガイド(HBAモデル SG-XPCIE1FC-QF8-Z、SG-PCIE1FC-QF8-Z、SG-XPCIE1FC-QF8-N、SG-PCIE1FC-QF8-NandSG-XPCIE2-QF8-Z、SG-PCIE2FC-QF8-Z、SG-XPCIE2-QF8-N、SG-PCIE2FC-QF8-N用)のHBAの機能および仕様に関する項を参照してください。








5.2.2 Storage Area Network (SAN)構成の準備

Oracle Exalytics In-Memory MachineにSAN構成を準備するには、次の手順を実行します。

	
システムの起動時に次のカーネル・モジュールのロードが可能になるように構成します。

	
qla2xxx.ko


	
dm-multipath.ko





	
次のコマンドを実行して、/etc/multipath.confファイルを初期化します。


/sbin/mpathconf
 


	
rootユーザーとして次のコマンドを実行し、オペレーティング・システムの起動時にマルチパスによる起動を可能にします。


chkconfig multipathd on
chkconfig --level 345 multipathd on
service multipathd start









5.2.3 光ケーブルの接続

光ケーブルを接続するには、次の手順を実行します。




	
注意:

HBAでは、類似するまたは互換性のある別のファイバ・チャネル製品に接続されない(つまり、マルチモード対マルチモードになっていない)かぎり、光接続で通常のデータ転送を実行できません。







	
光ファイバ・ケーブルをHBAのLCコネクタに接続します。


図5-1 光ケーブルの接続: Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4のデュアル・ポートのHBA

[image: 図5-1の説明が続きます]






図5-2 光ケーブルの接続: Oracle Exalytics In-Memory Machine X3-4のデュアル・ポートのHBA

[image: 図5-2の説明が続きます]





	
ケーブルのもう一方の端をFCデバイスに接続します。




光ケーブルをHBAに接続すると、第1.8項「マシンの電源の投入」の説明のとおり、システムに電源を投入できます。






5.2.4 Red Hat/SUSE Linux OS(オプション)の診断サポートのインストール

詳細は、StorageTek 8 Gb FC PCI-Express HBAインストレーション・ガイド(HBAモデル SG-XPCIE1FC-QF8-Z、SG-PCIE1FC-QF8-Z、SG-XPCIE1FC-QF8-N、SG-PCIE1FC-QF8-NandSG-XPCIE2-QF8-Z、SG-PCIE2FC-QF8-Z、SG-XPCIE2-QF8-N、SG-PCIE2FC-QF8-N用)のRed Hat/SUSE OSの診断サポートに関する項を参照してください。






5.2.5 接続の検証

接続を検証するには、次の手順を実行します。

	
次のようにマルチパス・デバイスの状態を確認します。


[root@node1 ~]# service multipathd status 
multipathd (pid  xxxx) is running...


	
multipath -llコマンドを実行し、次の例のようなマルチパス・デバイスの詳細情報を表示します。


# multipath -ll
mpath2 (3600144f0d153d65600004f90462c0003) dm-3 SUN,Sun Storage 7410
[size=100G][features=0][hwhandler=0][rw]
\_ round-robin 0 [prio=1][active]
 \_ 7:0:0:0 sdc 8:32  [active][ready]
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled]
 \_ 8:0:0:0 sde 8:64  [active][ready]
mpath3 (3600144f0d153d65600004f90464f0004) dm-4 SUN,Sun Storage 7410
[size=200G][features=0][hwhandler=0][rw]
\_ round-robin 0 [prio=1][active]
 \_ 7:0:0:2 sdd 8:48  [active][ready]
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled]
 \_ 8:0:0:2 sdf 8:80  [active][ready]


前述の例では、ストレージ・デバイスに構成される2つのLUNはmpath2およびmpath3になります。









5.2.6 設定の完了

次の手順を実行します。

	
LUNをマウント・ポイントにマウントします。


# mount /dev/mapper/mpathXX <mount_point>





	
注意:

マルチパスLUNは、/dev/mapper/mpathXXで、ブロック・デバイスとして利用できます。








	
マウント・ポイントを/etc/fstabに追加して、オペレーティング・システムの起動時に自動マウントします。











5.3 その他の情報

ストレージの構成について詳細またはサポートが必要な場合は、オラクル社のサポート担当者にお問い合せください。












6 Oracle Integrated Lights Out Manager(ILOM)の使用

この章では、Oracle Business Intelligenceマシンを管理するためにOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)を設定およびアクセスする方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
第6.1項「ILOMの概要」


	
第6.2項「開始前の重要な注意点」


	
第6.3項「ネットワークによるILOMへの接続」


	
第6.4項「シリアル接続によるILOMへの接続」


	
第6.5項「ネットワーク・アクセスの構成」






6.1 ILOMの概要

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)は、高度なサービス・プロセッサ(SP)のハードウェアおよびソフトウェアを備えており、これらを使用してOracle Exalytics In-Memory Machineを管理および監視できます。

ILOMを使用すると、オペレーティング・システムの状態に関係なくOracle Exalytics In-Memory Machineをアクティブに管理および監視できるため、信頼できるLights Out Management (LOM)システムが実現します。

ILOMでは、次の操作を積極的に実行できます。

	
ハードウェアのエラーやフォルトが発生すると、これらについて学習します。


	
計算ノードの電力状態をリモートで制御します。


	
ホストのグラフィカルおよび非グラフィカルなコンソールを表示します。


	
システムのセンサーとインジケータの現在のステータスを表示します。


	
システムのハードウェア構成を決定します。


	
IPMI PET、SNMPトラップまたは電子メール・アラートにより、システム・イベントに関して生成されたアラートを事前に受信します。




ILOMサービス・プロセッサ(SP)は、その独自の組込みオペレーティング・システムを実行し、専用イーサネット・ポートを備えているため、バンド外管理機能も提供します。さらに、Oracle Exalytics In-Memory Machineにインストールされているオペレーティング・システム(Oracle Linux)からILOMにアクセスできます。ILOMを使用すると、ローカルに取り付けられたキーボード、モニター、マウスを使用しているかのように計算ノードをリモートで管理できます。

ILOMは、計算ノードに電源が投入されるとすぐに自動で初期化します。フル機能が装備された、ブラウザベースのWebインタフェースを提供し、それと同等のコマンドライン・インタフェース(CLI)も備えています。


6.1.1 ILOMのインタフェース

ILOMは、その機能にアクセスするための複数のインタフェースに対応しています。ブラウザベースのWebインタフェースまたはコマンドライン・インタフェースを使用できます。


Webインタフェース

Webインタフェースは、使いやすいブラウザ・インタフェースを提供します。このインタフェースを使用すると、SPにログインしてシステムを管理および監視できます。


コマンドライン・インタフェース

コマンドライン・インタフェースを使用すると、キーボード・コマンドでILOMを操作できます。このインタフェースは、業界標準DMTFスタイルCLIとスクリプト・プロトコルに従っています。ILOMはSSH v2.0とv3.0に対応して、CLIへのセキュアなアクセスを実現します。CLIを使用する場合、Sunシステムで既存のスクリプトを再利用でき、使い慣れたインタフェースでタスクを自動化できます。








6.2 開始前の重要な注意点

サービス・プロセッサの静的IPアドレスが1つ以上必要です(ILOMアクセス)。

次の点に注意してください。

	
一般的な規約では、rootがデフォルトのユーザー名として使用されます。


	
サービス・プロセッサ(SP ILOM)パスワードのデフォルト値は、changemeです。









6.3 ネットワークによるILOMへの接続

通常の状況では、ネットワークでILOMにアクセスできます。イーサネット接続の方法を使用してILOMに接続できます。ILOM IPアドレスを把握しておく必要があります。ILOMのデフォルトのIPアドレスは192.168.1.200 (ネットマスクは255.255.255.0)です。CLIまたはWebインタフェースのいずれかを使用してILOMにアクセスできます。あるいは、リモートKVMセッションを開始してILOMにアクセスすることもできます。




	
注意:

この接続方法は、ILOM IPアドレスが構成され、ネットワークでそのアドレスにアクセスできる場合のみ使用可能です。ネットワークは、Oracle Exalytics In-Memory MachineのNET0ポート(サイドバンドを含む)に接続する必要があります。
この接続方法を使用して、Oracle Exalytics In-Memory MachineのILOMにアクセスすることをお薦めします。









この節では、以下のトピックについて説明します。

	
CLIへの接続


	
Web GUIへの接続


	
リモートKVMセッションの開始






6.3.1 CLIへの接続

	
PuTTYなどのSSHクライアントを起動します。


	
「Host Name(またはIP address)」フィールドに、Oracle Exalytics In-Memory MachineのILOM IPアドレスを入力します。デフォルトのILOM IPアドレスは192.168.1.200です。


	
「Connection Type」に「SSH」が選択されていることを確認します。


	
プロンプトが表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。デフォルトのユーザー名はroot、デフォルトのパスワードはchangemeです。

CLIコマンド・プロンプトが表示されます。









6.3.2 Web GUIへの接続

	
Webブラウザのアドレス・バーに、Oracle Exalytics In-Memory MachineのILOM IPアドレスを入力します。デフォルトのILOM IPアドレスは192.168.1.200です。

[Enter]キーを押します。

ログイン画面が表示されます。


	
ユーザー名とパスワードを入力します。デフォルトのユーザー名はroot、デフォルトのパスワードはchangemeです。


	
「ログイン」をクリックします。

Web GUIが表示されます。









6.3.3 リモートKVMセッションの開始

ILOMに接続するOracle Exalytics In-Memory MachineのILOMコンソールにアクセスするには、次のようにします。

	
リモート・コンソールを起動する前に、ポップアップ・ブロッカがブラウザで無効になっていることを確認します。


	
ブラウザのアドレス・バーに、Oracle Exalytics In-Memory MachineのILOM IPアドレスを入力します。


	
デフォルトのユーザー名とパスワード(rootおよびchangeme)を使用してILOMにログインします。ログイン後、ILOMのホーム・ページが表示されます。


	
「リモート制御」タブをクリックして、「リモート・コンソールの起動」をクリックします。

リモート・コンソールが表示されます。











6.4 シリアル接続によるILOMへの接続

次の問題が原因でネットワークからILOMにアクセスできない場合、シリアル接続でILOMに接続できます。

	
ネットワークの構成の誤り


	
ILOM IPアドレスの構成の誤り







	
注意:

シリアル接続でILOMに接続すると、ネットワーク・アクセスを再構成できます。詳細は、「ネットワーク・アクセスの構成」を参照してください。







シリアル接続を使用してILOMに接続するには、次の手順を完了します。

	
シリアル・ケーブルを端末または端末エミュレーション・ソフトウェアを実行するPCから、Oracle Exalytics In-Memory MachineのSER MGTポートに取り付けます。ケーブルの長さは15フィート以下にします。


	
端末またはラップトップが機能していることを確認します。


	
次の設定を使用するように端末デバイスまたは端末エミュレーション・ソフトウェアを構成します。

	
8N1: 8データ・ビット、パリティなし、1ストップ・ビット


	
9600ボー(デフォルト。ただし、最大で115200の任意の標準レートに設定可能)


	
ソフトウェアのフロー制御を無効化(XON/XOFF)


	
ハードウェア制御を無効化





	
電源がいずれかのPSUに供給されていることを確認します。

いずれかのPSUに電源が投入されている場合、ILOMは、計算ノードの電力状態に関係なく機能します。


	
端末デバイスで[Enter]を押します。端末デバイスとILOMとの接続が確立されます。

ILOMログイン・プロンプトが表示されます。


	
デフォルトのユーザー名とパスワード(rootおよびchangeme)を使用してCLIにログインします。

ILOMのデフォルトのコマンド・プロンプトが表示されます。









6.5 ネットワーク・アクセスの構成

シリアル接続やイーサネット接続を使用してILOMに接続したら、ネットワーク・アクセスを構成する必要があります。




	
注意:

ネットワーク・アクセスの再構成が必要になる場合は、イーサネット接続の使用をお薦めします。







この項には次のトピックが含まれます:

	
シリアル接続の使用


	
イーサネット接続の使用





シリアル接続の使用

	
「シリアル接続によるILOMへの接続」の説明に従い、シリアル接続を使用してILOMに接続します。


	
ILOMコマンド・プロンプトで次のコマンドを実行します。

cd /SP/network

set pendingipdiscovery=static

set pendingipaddress=<ip_address>

set pendingipnetmask=<ip_netmask>

set pendingipgateway=<ip_gateway>

set commitpending=true





イーサネット接続の使用

	
「ネットワークによるILOMへの接続」の説明に従い、イーサネット接続を使用してILOMに接続します。


	
ILOMコマンド・プロンプトで次のコマンドを実行します。

cd /SP/network

set pendingipdiscovery=static

set pendingipaddress=<ip_address>

set pendingipnetmask=<ip_netmask>

set pendingipgateway=<ip_gateway>

set commitpending=true





SPネットワーク情報が失われた場合のipmitoolコマンドの使用

サービス・プロセッサ(SP)ネットワーク情報が失われた場合、次の例のように、SSHシェルを使用して計算ノードのオペレーティング・システムのETH0インタフェースに接続し、適切なipmitoolコマンドを実行してネットワーク設定を再構成できます。

/opt/ipmitool/bin/ipmitool sunoem cli 'set /SP/users/rootpassword=somepasswd' somepasswd

この例では、ILOMのrootパスワードが再設定されます。




	
注意:

ipmitoolコマンドとオプションの詳細は、次のURLのipmitoolドキュメント・ページを参照してください。
http://sourceforge.net/p/ipmitool/wiki/coding_standards/










6.5.1 ILOM IPアドレスの手動構成

ILOM IPアドレスの構成に誤りがある場合、ILOM IPアドレスを手動で構成できます。通常の状況では、ILOM IPアドレスを手動で構成する必要はありません。

IPアドレスを手動で構成するには、次の手順を完了します。

	
Exalyticsマシンを接続するネットワークから、空いている静的IPアドレスを取得します。


	
シリアル・ポート接続を使用して、IPアドレスとサイドバンド管理を次のように構成します。

	
計算ノードの背面にあるSER MGTポートにシリアル・ケーブルを挿入して、計算ノードのSPに対するシリアル接続を確立します。


	
端末のウィンドウで次の設定を構成します。

8N1: Eight data bit, no parity, one stop bit

9600 Baud

Disable hardware control

Disable software control


	
ログイン・プロンプトで、ユーザー名rootおよびパスワードchangemeを入力します。


	
図6-1に示すように、現在作業しているディレクトリから、cdコマンドを使用して/SP/networkディレクトリに移動します。


図6-1 シリアル・ポート接続を使用したILOM IPの構成

[image: 図6-1の説明が続きます]





	
コマンド・プロンプトで次のコマンドを実行します。

cd /SP/network

set pendingipdiscovery=static

set pendingipaddress=<ip_address>

set pendingipnetmask=<ip_netmask>

set pendingipgateway=<ip_gateway>

set commitpending=true




















7 Oracle Exadata Database MachineへのOracle Exalytics In-Memory Machineの接続

この章では、Oracle Exalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machineを同じInfiniBandファブリックで一緒に接続する方法について説明します。

次のトピックが含まれます:

	
第7.1項「InfiniBandカード、ケーブルおよびスイッチのファームウェア要件の理解」


	
第7.2項「ネットワークの物理接続」


	
第7.3項「サブネット・マネージャの選択」


	
第7.4項「InfiniBand接続の構成」


	
第7.5項「InfiniBandファブリックの監視」


	
第7.6項「ネットワーク状態の確認」


	
第7.7項「拡張ネットワーク接続のテスト」






7.1 InfiniBandカード、ケーブルおよびスイッチのファームウェア要件の理解

このセクションの内容は次のとおりです。

	
InfiniBandカード


	
InfiniBandケーブル


	
Oracle Exadata Database MachineのInfiniBandスイッチ






7.1.1 InfiniBandカード

各Oracle Exalytics In-Memory Machineには、2ポートのQDR InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ(HCA)などのInfiniBandカードが付属しています。

このInfiniBandカードは、Oracle Exalytics In-Memory MachineのPCIeスロット6に入れます。






7.1.2 InfiniBandケーブル

Oracle Exadata Database Machineに付属の5mの予備用InfiniBandケーブルを使用できます。サポートが必要な場合は、オラクル社のサポート担当者にお問い合せください。Oracle Exalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machineを同じInfiniBandファブリックで接続するには、これらのケーブルが必要です。






7.1.3 Oracle Exadata Database MachineのInfiniBandスイッチ

Oracle Exadata Database Machineには、36ポートのInfiniBandリーフ・スイッチ(Sun Datacenter QDR InfiniBand Switch 36)が2個付属しています。ラックの中央にあるこの2つのスイッチをリーフ・スイッチといいます。スパイン・スイッチは、Oracle Exadata Database Machineのフル・ラック構成およびハーフ・ラック構成のユニット1にあります。




	
注意:

このドキュメントでは、Oracle Exadata Database Machineラックの下部ユニットにあるリーフ・スイッチをリーフ1と呼びます。Oracle Exadata Database Machineラックのリーフ1の上にあるリーフ・スイッチをリーフ2と呼びます。
Oracle Exadata Database Machineラックのレイアウトとハードウェア・コンポーネントの詳細は、Oracle Exadata Database Machineオーナーズ・ガイドを参照してください。
















7.2 ネットワークの物理接続

この項では、次の項目について説明します。

	
物理レイアウトの考慮事項


	
シナリオ1: 1台のExalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machine


	
シナリオ2: クラスタ化されたExalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machine






7.2.1 物理レイアウトの考慮事項

Oracle Exalytics In-Memory Machineを格納するラックとOracle Exadata Database Machineラックは、データ・センターに並べて配置することが前提になります。データ・センターにラックを配置する際に、接続するInfiniBandケーブルの長さに注意してください。Oracle Exadata Database MachineラックにOracle Exalytics In-Memory Machineを置かないでください。






7.2.2 シナリオ1: 1台のExalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machine

図7-1に、1台の(非クラスタ化)Oracle Exalytics In-Memory MachineをOracle Exadata Database Machineラックに接続する状況を示します。


図7-1 Oracle Exadata Database Machineに接続する非クラスタ化Oracle Exalytics In-Memory Machine

[image: 図7-1の説明が続きます]





高可用性を実現するため、Oracle Exalytics In-Memory Machineに挿入されるInfiniBandカードの2つのポートを、Oracle Exadata Database Machineの個々のリーフ・スイッチに接続します。たとえば、図7-1に示すように、Oracle Exalytics In-Memory MachineのInfiniBandカードのポート1を、リーフ1スイッチ(Oracle Exadata Database Machineの下部ユニットに設置されているSun Datacenter InfiniBand Switch 36)に接続できます。また、Oracle Exalytics In-Memory MachineのInfiniBandカードのポート2を、リーフ2スイッチ(Oracle Exadata Database Machineの上部ユニットに設置されているSun Datacenter InfiniBand Switch 36)に接続する必要があります。ポート1はアクティブ・ポートとして機能し、ポート2はパッシブ・ポートとして機能します。




	
注意:

Oracle Exadata Database Machineのリーフ・スイッチでは、次の空きポートを使用できます。
ポート5B、6A、6B、7A、7B、12A














7.2.3 シナリオ2: クラスタ化されたExalytics In-Memory MachineとOracle Exadata Database Machine

図7-2に、Oracle Exalytics In-Memory MachineのクラスタをOracle Exadata Database Machineラックに接続する状況を示します。


図7-2 Oracle Exadata Database Machineに接続するクラスタ化Oracle Exalytics In-Memory Machine

[image: 図7-2の説明が続きます]





高可用性を実現するため、各Oracle Exalytics In-Memory Machineに付属のInfiniBandカードのアクティブ・ポートを、リーフ1スイッチ(Oracle Exadata Database Machineの下部ユニットに設置されているSun Datacenter InfiniBand Switch 36)に接続します。また、各Oracle Exalytics In-Memory Machineに付属のInfiniBandカードのパッシブ・ポートを、リーフ2スイッチ(Oracle Exadata Database Machineの上部ユニットに設置されているSun Datacenter InfiniBand Switch 36)に接続する必要があります。ポート1はアクティブ・ポートとして機能し、ポート2はパッシブ・ポートとして機能します。




	
注意:

Oracle Exadata Database Machineのリーフ・スイッチでは、次の空きポートを使用できます。
ポート5B、6A、6B、7A、7B、12A
















7.3 サブネット・マネージャの選択

各InfiniBandネットワークには、サブネット・マネージャ(SM)が必要です。使用するファブリックのOracle Exadata Database Machineのいずれかのリーフ・スイッチで実行するSMを使用できます。

InfiniBandスイッチの使用の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36ユーザーズ・ガイド


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36コマンド・リファレンス









7.4 InfiniBand接続の構成

ExalyticsとExadata間でInfiniBandを構成する手順は次のとおりです。

	
Exalyticsへの自動RDSカーネル・モジュール・ローディングを有効化します。

	
/etc/infiniband/openib.confファイルを編集し、SDP_LOAD=yesおよびRDS_LOAD=yesを設定します。


	
ノードを再起動します。





	
InfiniBandリスナーをExadata計算ノードに作成します。

	
/etc/infiniband/openib.confファイルを編集し、SDP_LOAD=yesおよびRDS_LOAD=yesを設定します。


	
/etc/ofed/libsdp.confファイルを編集し、次の行を検索します。


use both server * :
use both client * :


これらの行を次のように変更します。


use tcp server * *:*
use tcp client * *:*


use tcpは、TCPがデフォルト・プロトコルであることを示し、SDPが特定のアプリケーションにおいてそのローカル構成で使用されることを示します。


	
/etc/modprobe.confファイルを編集し、次の行を末尾に追加します。


options ib_sdp sdp_zcopy_thresh=0 recv_poll=0


	
各計算ノードを再起動します。


	
ExalyticsマシンおよびExadata Database Machine計算ノードでそれぞれの/etc/hostsファイルを編集し、Exadata Database Machineクオータ・ラック(2つの計算ノード)など、InfiniBandネットワークで使用するための仮想IPアドレスを追加します。次のIPアドレスがプライベート・ネットワークで使用されていないことを確認します。


192.168.10.21 dm01db01-ibvip.mycompany.com dm01db01-ibvip
192.168.10.22 dm01db02-ibvip.mycompany.com dm01db02-ibvip


	
Exadata Database Machine計算ノードの1つで、rootユーザーとして次のコマンドを実行し、InfiniBandネットワークのネットワーク・リソースを作成して各計算ノードの開始仮想IPアドレスを追加します。プライベート・ネットワークで使用しているネットワークとサブネット・マスクの代替を適切に作成します(192.168.10.0/255.255.255.0は使用できません)。管理者に問い合せるか、ipcalcを使用し、ネットワーク・マスクに基づいてネットワークを割り出してください。


srvctl add network -k 2 -S 192.168.10.0/255.255.255.0/bondib0
srvctl add vip -n dm01db01 -A dm01db01-ibvip/255.255.255.0/bondib0 -k 2
srvctl add vip -n dm01db02 -A dm01db02-ibvip/255.255.255.0/bondib0 -k 2
srvctl start vip -i dbm01db01-ibvip
srvctl start vip -i dbm01db02-ibvip


	
Exadata Database Machine計算ノードの1つで、oracleユーザー(またはGrid InfrastructureのORACLE_HOMEの所有者)として次のコマンドを実行します。


srvctl add listener -l LISTENER_IB -k 2 -p TCP:1522/SDP:1522


	
Exadata Database Machine計算ノードのそれぞれに、oracleユーザー(またはGrid InfrastructureのORACLE_HOMEの所有者)として次の新規エントリを使用し、GRID_HOME/network/adminにtnsnames.oraを作成するか追加します。(*IBREMOTEエントリおよび*IBLOCALエントリは適切なリモート名およびローカルVIP名を参照する目的において各ノードでわずかに違いがあります。これらのエントリを変更なしにノード間でコピーすることはできません。)


DBM =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm01-scan)(PORT = 1521))
(CONNECT_DATA =
(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = dbm)
))
DBM_IB =
(DESCRIPTION =
(LOAD_BALANCE=on)
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm01db01-ibvip)(PORT = 1522))
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm01db02-ibvip)(PORT = 1522))
(CONNECT_DATA =
(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = dbm)
))
LISTENER_IBREMOTE =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm01db02-ibvip.mycompany.com)(PORT = 1522))
))
LISTENER_IBLOCAL =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm01db01-ibvip.mycompany.com)(PORT = 1522))
(ADDRESS = (PROTOCOL = SDP)(HOST = dm01db01-ibvip.mycompany.com)(PORT = 1522))
))
LISTENER_IPLOCAL =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm0101-vip.mycompany.com)(PORT = 1521))
))
LISTENER_IPREMOTE =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = dm01-scan.mycompany.com)(PORT = 1521))
))


	
Exadata Database Machine計算ノードの1つで、sysdbaとして次のようにデータベース・インスタンスに接続します。


SQLPLUS> alter system set listener_networks='((NAME=network2) 
(LOCAL_LISTENER=LISTENER_IBLOCAL)(REMOTE_LISTENER=LISTENER_IBREMOTE))',
 '((NAME=network1)(LOCAL_LISTENER=LISTENER_IPLOCAL)
(REMOTE_LISTENER=LISTENER_IPREMOTE))' scope=both;


	
Exadata Database Machine計算ノードの1つで、oracleユーザー(またはGrid InfrastructureのORACLE_HOMEの所有者)として次のコマンドを実行し、LISTENER_IBという名前のリスナーを再起動します。


srvctl stop listener -l LISTENER_IB
srvctl start listener -l LISTENER_IB





	
Exalyticsマシンで、sys.odbc.iniファイルを編集し、Exadata DBホストを指すエントリを次のように作成します。


OracleNetServiceName=DWH.ESS.LOCAL_IB









7.5 InfiniBandファブリックの監視

InfiniBandファブリックの様々な面を監視するには、Oracle Exadata Database Machineに付属のSun Datacenter InfiniBand Switch 36でInfiniBandコマンドを実行します。

これらのコマンドの詳細は、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36コマンド・リファレンスを参照してください。






7.6 ネットワーク状態の確認

InfiniBandネットワーク接続を確立した後は、Exalyticsマシンでibstatコマンドを使用することにより、rds-ping、rds-info -lを使用して基本InfiniBandネットワーク接続のステータスを確認できます。

ibstatコマンドでは、次の例のように基本ステータスが表示されます。


# ibstat

CA 'mlx4_0'
        CA type: MT26428
        Number of ports: 2
        Firmware version: 2.7.8130
        Hardware version: b0
        Node GUID: 0x0021280001cf577e
        System image GUID: 0x0021280001cf5781
        Port 1:
                State: Active
                Physical state: LinkUp
                Rate: 40
                Base lid: 106
                LMC: 0
                SM lid: 54
                Capability mask: 0x02510868
                Port GUID: 0x0021280001cf577f
                Link layer: IB
        Port 2:
                State: Active
                Physical state: LinkUp
                Rate: 40
                Base lid: 95
                LMC: 0
                SM lid: 54
                Capability mask: 0x02510868
                Port GUID: 0x0021280001cf5780
                Link layer: IB


接続するポートの物理状態はLinkUpで示されます。






7.7 拡張ネットワーク接続のテスト

InfiniBandネットワークの基本接続を確認したら、スイッチのCLIでibhosts、ibswitchesおよびibnetdiscoverの各コマンドを実行できます。

ibhostsコマンドでは、InfiniBandファブリックのホスト・ノードが表示され、ibswitchesコマンドでは、ファブリック内のInfiniBandスイッチ・ノードが表示されます。また、ibnetdiscoverコマンドでは、InfiniBandトポロジが検出されます。

このような監視と診断コマンドの詳細は、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36コマンド・リファレンスを参照してください。












8 Oracle Big Data ApplianceへのOracle Exalytics In-Memory Machineの接続


この章では、Oracle Exalytics In-Memory MachineとOracle Big Data Applianceを同じInfiniBandファブリックで一緒に接続する方法について説明します。

次の項で構成されます。

	
第8.1項「ハードウェア要件」


	
第8.2項「ソフトウェア要件」


	
第8.3項「物理接続」


	
第8.4項「InfiniBand接続検証(レイヤー2)」


	
第8.5項「IPoIB構成(レイヤー3)」


	
第8.6項「IPoIB検証」






8.1 ハードウェア要件

Oracle Big Data Applianceには3つの組込みInfiniBandスイッチがあります。2つのNM2-GWリーフ・スイッチを使用してOracle Exalyticsマシンを接続します。Oracle ExalyticsマシンにはInfiniBand HCAカードが1つありますが、InfiniBandスイッチまたはInfiniBand Subnet Managerのインスタンスはいずれも含まれません。

Oracle ExalyticsをOracle Big Data Applianceに接続するには、データセンターで必要な長さに応じたInfiniBandケーブルのペアが必要になります。ExalyticsとOracle Big Data Applianceのリーフ・スイッチ・ポート間の距離が10mを下回る場合は銅ケーブルを使用できます。長さが10mを超える場合は、適切なトランシーバを備えたInfiniBand用の光ファイバ・ケーブルを使用する必要があります。






8.2 ソフトウェア要件

Oracle Big Data ApplianceとOracle Exalyticsの基本イメージにはどちらもInfiniBand接続のソフトウェア・サポートが含まれています。


8.2.1 Exalyticsバージョンの詳細

Oracle Exalyticsマシンのソフトウェアの詳細を表示するには次のコマンドを実行します。




	
注意:

次のコマンドのうち、1.0.0.2以前のシステムではimageinfoコマンドを使用してください。1.0.0.3以降のシステムでは、exalytics_imageinfoコマンドを使用してください。








[root@exalytics root]# exalytics_imageinfo
Exalogic 1.0.0.5 (build:r)
 
Image version : 1.0.0.5
Image build version :
Creation timestamp : Wed 19 Jun 2013 12:26:49 PM BST
Kernel version : 2.6.32-100.23.1.el5
Image activated : 2013-09-03 20:49:13 -0400
Image status : SUCCESS
 
[root@exalytics root]# ofed_info | head -1
BXOFED-1.5.2-1.3.8000:
 
[root@exalytics root]# lsmod | grep ipoib
ib_ipoib 67547 1
ib_cm 32459 2 rdma_cm,ib_ipoib
ib_sa 36903 5 rdma_ucm,rdma_cm,mlx4_vnic,ib_ipoib,ib_cm
ib_core 61642 14 rdma_ucm,rds_rdma,ib_sdp,rdma_cm,iw_cm,ib_uverbs,ib_umad,mlx4_vnic,mlx4_ib,ib_mthca,ib_ipoib,ib_cm,ib_sa,ib_mad
ipv6 286932 222 ib_sdp,ib_addr,ib_ipoib,bonding
 
 
[root@exalytics root]# lsmod | grep rds
rds_tcp 9460 0
rds_rdma 72457 1
rds 91561 2 rds_tcp,rds_rdma
rdma_cm 29058 3 rdma_ucm,rds_rdma,ib_sdp
ib_core 61642 14 rdma_ucm,rds_rdma,ib_sdp,rdma_cm,iw_cm,ib_uverbs,ib_umad,mlx4_vnic,mlx4_ib,ib_mthca,ib_ipoib,ib_cm,ib_sa,ib_mad
[root@exalytics root#





8.2.2 BDAバージョンの詳細

Oracle Big Data Applianceのソフトウェア・サポートを表示するには次のコマンドを実行します。


[root@bda10 ~]# imageinfo
Big Data Appliance Image Info
 
IMAGE_CREATION_DATE : Tue Aug 20 23:36:32 PDT 2013
IMAGE_LABEL : BDA_2.2.1_LINUX.X64_130820
IMAGE_VERSION : 2.2.1
KERNEL_VERSION : 2.6.32-200.21.1.el5uek
BDA_RPM_VERSION : bda-2.2.1-1
OFA_RPM_VERSION : ofa-2.6.32-200.21.1.el5uek-1.5.5-4.0.55.4
JDK_VERSION : jdk-1.6.0_51-fcs
HADOOP_VERSION : 2.0.0-cdh4.3.0
 
[root@bda10 ~]# ofed_info | head -1
OFED-IOV-1.5.5-1.0.0120:
 
[root@bda10 ~]# lsmod | grep ipoib
ib_ipoib 67931 1
ib_cm 35714 2 rdma_cm,ib_ipoib
ipv6 290974 5 bonding,cnic,ib_sdp,ib_addr,ib_ipoib
ib_sa 39126 6 rdma_ucm,rdma_cm,ib_ipoib,ib_cm,mlx4_vnic,mlx4_ib
ib_core 66876 12 rdma_ucm,ib_sdp,rdma_cm,iw_cm,ib_ipoib,ib_cm,ib_uverbs,ib_umad,mlx4_vnic,mlx4_ib,ib_sa,ib_mad
 
[root@bda10 ~]# lsmod | grep rds
rds 94503 0
[root@bda10 ~]#








8.3 物理接続

Oracle Big Data Applianceの両方のGWスイッチでは、外部接続用に4つのポート(5A,、5B、6A、6B)が使用できます。どちらのリーフ・スイッチでもポート5Aを使用することをお薦めします。それらのポートが使用できない場合は、リーフ・スイッチで使用可能なその他のポートを使用します。




	
注意:

ホスト(HCA)システムは、ラック内部のスパイン・スイッチに接続しないでください。







Oracle Big Data Applianceラックが他のOracle Engineered Systemsに接続されている場合は、ポート5-6[A|B]が使用できない場合があります。その場合は、Oracle Big Data ApplianceラックのInfiniBandリーフ・スイッチで使用可能なその他のポートを使用することをお薦めします。空いているポートがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。

図8-1に、ExalyticsをスタンドアロンのBDAラックに接続する方法を示します。


図8-1 物理接続

[image: 図8-1の説明が続きます]









8.4 InfiniBand接続検証(レイヤー2)

ケーブルを接続してポートのLEDが緑色の場合は、InfiniBand接続を検証する必要があります。

	
Oracle Big Data Appliance計算ノードまたはExalyticsマシンにログインします。


	
Linuxのルート・シェルでibhostsコマンドを実行し、新規接続された(Exalytics/Oracle Big Data Appliance)マシンが表示されるかどうかを確認します。


	
Exalyticsマシンで、ibstatコマンドを実行し、ローカル・ポートのステータスを確認します。アクティブなサブネット・マネージャが存在する場合は、ポートがアクティブになります。


[root@exalytics ~]# ibstat

CA 'mlx4_0'
CA type: MT26428
Number of ports: 2
Firmware version: 2.7.8130
Hardware version: b0
Node GUID: 0x0021280001efe984
System image GUID: 0x0021280001efe987
Port 1:
State: Active
Physical state: LinkUp
Rate: 40
Base lid: 209
LMC: 0
SM lid: 187
Capability mask: 0x02510868
Port GUID: 0x0021280001efe985
Link layer: IB
Port 2:
State: Active
Physical state: LinkUp
Rate: 40
Base lid: 73
LMC: 0
SM lid: 187
Capability mask: 0x02510868
Port GUID: 0x0021280001efe986
Link layer: IB
 
[root@exalytics ~]# sminfo

sminfo: sm lid 187 sm guid 0x10e00c16c0c0a0, activity count 124743184 priority 14 state 3 SMINFO_MASTER


	
次のコマンドを実行して、すべてのリンクが4X QDRであることを確認します。


[root@exalytics ~]# ibdiagnet -ls 10 -lw 4x









8.5 IPoIB構成(レイヤー3)

Oracle Big Data Applianceラックで使用されているIPoIBサブネットで一意のIPアドレスが使用できることを確認します。すでに割当て済のIPアドレスや、Big Data Appliance用または当該サブネットで他の目的で割り当てられたIPアドレスを再利用しないでください。サブネット・マスクが関連付けられた一意で使用可能なIPを特定するには、Oracle Big Data Appliance構成を参照してください。

既存のOracle Big Data Appliance計算ノードからIPoIBネットワーク情報を識別するには次のコマンドを実行します。


[root@bda10 ~]# egrep '(IPADDR|NETMASK|NETWORK|BROADCAST)' /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bondib0
 
IPADDR=192.168.41.10
NETMASK=255.255.248.0
NETWORK=192.168.40.0
BROADCAST=192.168.47.255


取得した情報を使用して、Oracle Big Data ApplianceのIPoIBサブネットに属する一意の空いているIPアドレスをリクエストできます。

CIDR接頭辞を調べる場合、ipcalcコマンドを次のように実行します。


[root@bda10 ~]# ipcalc -p 192.168.41.10 255.255.248.0
PREFIX=21


この例では、使用可能なIPアドレスのホスト範囲が192.168.40.1から192.168.47.254までであることに注意してください。次のステップでは、192.168.44.100/21がExalyticsのIPoIB bond0インタフェースのIPアドレスとして使用されます。

Exalyticsでexalytics_configure_network.shスクリプトをrootとして実行します。プロンプトが表示されたら、IPoIB (InfiniBand)ネットワーク・インタフェースを構成します。これがib0とib1を使用したbond0という名前の結合インタフェースです。


[root@exalytics root]# /opt/exalytics/bin/exalytics_configure_network.sh
Network Configuration Script Version exalytics-scripts-1.0.0.5ps3-52
Do you want to configure InfiniBand for Exadata connection? (y/n) [n]: y
Enter bond0 IP address:192.168.44.100
Use 192.168.44.162 for bond0 ip address (y/n) [y]:
Enter bond0 netmask address:255.255.248.0
Use 255.255.248.0 for bond0 netmask (y/n) [y]:






8.6 IPoIB検証

検証するには、ExalyticsからOracle Big Data ApplianceノードのIPoIBアドレスをpingします。pingに成功した場合は、アプリケーション用の接続を使用できます。ExalyticsとBDA間のアプリケーション使用方法をテストできます。Exalytics MachineでHadoopを使用する場合は、適切なプラグインまたはクライアントのインストールが必要な場合があります。詳細は、製品のオーナーズ・ガイドを参照してください。












9 Auto Service Request (ASR)ソフトウェアのインストール

この章では、ExalyticsマシンのAuto Service Request (ASR)をインストールする方法について説明します。




	
注意:

Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1 (1.0.0.1)を使用して開始すると、Auto Service Request (ASR)機能がサポートされます。詳細は、Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド for Linuxの「Exalyticsマシンの新機能」の章を参照してください。







次のトピックが含まれます:

	
第9.1項「Oracle Auto Service Request (ASR)について」


	
第9.2項「推奨構成」


	
第9.3項「始める前に」


	
第9.4項「ASRマネージャのスタンドアロン・システムへのインストール」


	
第9.5項「手動によるExalyticsアセットのアクティブ化」


	
第9.6項「ASRアセットASRマネージャの表示と確認」


	
第9.7項「テレメトリ・ソースの構成」


	
第9.8項「My Oracle SupportでのExalyticsマシン・アセットの有効化」


	
第9.9項「テスト・アラートの送信」


	
第9.10項「フォルト・カバレッジ」






9.1 Oracle Auto Service Request (ASR)について

Auto Service Request (ASR)は、ハードウェア・コンポーネントに一般的な障害が発生した際の自動ケース生成を提供する、セキュアで、スケーラブル、さらにお客様でインストール可能な保証およびOracleカスタマ・サポート・センターのソフトウェア機能です。ASRは、一般的なハードウェア・コンポーネントの障害に関してOracleカスタマ・サポート・センターと連絡をとる必要をなくし、電話連絡の必要回数と電話に必要な時間全体を削減することで、迅速に問題を解決できるように設計されています。また、ASRは、電子診断データを使用してサポート業務を簡素化します。インストールおよび配置が簡単なため、ASRはお客様によって完全に管理され、セキュリティを確実なものにします。ASRはコンポーネントの障害のみに適用されます。すべてのコンポーネント障害が対象となるわけではありませんが、一般的なほとんどのコンポーネント(ディスク、ファン、電源など)が対象となっています。




	
注意:

ASRは、お客様のデータ・センター内で、SMTPアラートやSNMPアラートなど、他の監視メカニズムの代替にはなりません。交換ハードウェアの発送を促進および簡素化する補完メカニズムです。ASRは、高優先度システムのダウンタイム・イベントに使用することはできません。高優先度イベントの場合は、Oracleサポート・サービスまで直接ご連絡ください。












9.2 推奨構成

ASRマネージャは、データ・ネットワークとは別の管理専用ネットワーク上にあるExalytics外部のマシンにインストールするよう構成することをお薦めします。サポートされるオペレーティング・システムはOracle Linux 5.3以降およびSolaris 10 Update 5以降です。




	
注意:

ASRマネージャを結合されたデータネットワーク・インタフェースと同じサブネットに配置しないでください。
ETH0は、結合されたデータネットワークと重複しないように、別のサブネットに配置してください。














9.3 始める前に

ASRをインストールする前に、次の条件を満たす必要があります。

	
My Oracle Support (http://support.oracle.com)にアクセスでき、連絡情報が適切で最新であることを確認します。


	
すべてのExalyticsマシン・アセットに連絡先が割り当てられ、その連絡先が適切で最新であることを確認します。


	
Exalyticsの外部にあり、ASRマネージャとして機能するシステムを特定し、指定します。


	
ASRマネージャのIPアドレスを取得します。


	
ASRアセットを識別および確認します。


	
HTTPSを使用してインターネットへの接続を確認します。


	
Oracle Exalytics構成ユーティリティ・パッチとASRユーティリティをExalyticsホスト・マシンにダウンロードしてインストールします。




	
注意:

Oracle Exalyticsリリース1パッチセット3 (1.0.0.3)を使用して開始した場合には、ベース・イメージにOracle Exalytics Configuration UtilityパッチとASRユーティリティが含まれます。
手順1から4は、Oracle Exalyticsリリース1パッチセット3 (1.0.0.3)以上のバージョンを使用しているユーザーには、適用されません。

Oracle Exalyticsリリース1パッチ3 (1.0.0.3)以上のバージョンを使用している場合には、手順5から始める必要があります。









構成ユーティリティ・パッチとASRユーティリティをダウンロードおよびインストールするには、次の処理を実行します。

	
次のリンク先のOracle Software Delivery Cloud Webサイトから、Oracle Exalytics構成ユーティリティ・パッチ(1.0.0.4)および、Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1 (ex_x2-4_config_utils_linux_x86_64.zipファイル)のASRユーティリティをダウンロードおよびインストールします。

http://edelivery.oracle.com


	
そのファイルを一時ディレクトリに解凍します。

zipファイルには、表9-1にリストされたファイルが含まれています。


表9-1 Oracle Exalytics構成ユーティリティのzipファイル内のファイル

	ファイル名	備考
	
exalytics_configure_network.sh

	
Oracle Exalyticsネットワーク構成スクリプト


	
SUN-HW-TRAP-MIB.mib

	
Oracle Exalytics上のASR (Auto Service Request)


	
bda_mon_hw_asr.pl

	
Oracle Exalytics上のASRメール・スクリプト


	
common_subs.pm

	
Oracle Exalytics上のASR


	
setup_asr_ilom.pl

	
Oracle Exalytics上のASR








	
次のディレクトリを作成します。

	
mkdir -p /opt/exalytics


	
mkdir -p /opt/exalytics/asr





	
exalytics_configure_network.shファイルを/opt/exalytics/binにコピーします。/opt/exalytics/asrディレクトリに次のファイルをコピーします。

	
bda_mon_hw_asr.pl


	
setup_asr_ilom.pl


	
common_subs.pm


	
SUN-HW-TRAP-MIB.mib







	
注意:

ファイルをコピーする前に、まず既存のファイルをexalytics_configure_network.sh_V1として確実にバックアップしてください。








	
Oracle Exalyticsネットワーク構成スクリプトを実行して、ネットワーク・インタフェースを構成します。

#cd /opt/exalytics

#./exalytics_configure_network.sh





	
次の手順を実行し、ASRを構成します。

	
/opt/exalytics/asrディレクトリに移動して次のコマンドを実行し、2つのPerlファイルに実行権限を追加します。

chmod +x bda_mon_hw_asr.pl

chmod +x setup_asr_ilom.pl


	
次の行を/etc/inittabファイルに追加します。

emh1:345:respawn:/opt/exalytics/asr/bda_mon_hw_asr.pl -server


	
コマンド・ラインでinit qコマンドを実行して、bda_monサーバーを初期化してから起動します。












9.4 ASRマネージャのスタンドアロン・システムへのインストール

ASRマネージャをスタンドアロン・システムにインストールする必要があります(Oracle Linuxを実行するExalytics外部のマシン。『Oracle Auto Service Requestインストレーションおよびオペレーション・ガイド』のソフトウェアのインストールに関する項を参照してください)。






9.5 手動によるExalyticsアセットのアクティブ化

ExalyticsのホストおよびILOMを手動でアクティブ化する必要がある場合は、ASRマネージャで次の手順を実行します。

	
rootユーザーとしてASRマネージャにログインします。次のコマンドを実行して、ASRメニューを起動します。


#cd /opt/SUNWswasr/bin
#./asr


	
次のコマンドを実行し、Exalyticsホスト・マシン上でASRをアクティブ化します。

asr> activate_asset -i IP_address_of_exalytics_host_machine

または

asr> activate_asset -h host_name_exalytics_machine


	
次のコマンドを実行し、ExalyticsのILOMを個別にアクティブ化します。

asr> activate_asset -i ILOM_IP_address_of_compute_node

または

asr> activate_asset -h ILOM_host_name_of_exalytics_machine









9.6 ASRアセットASRマネージャの表示と確認

ASRアセット(ASRがアクティブ化されたExalyticsマシン・コンポーネント)を表示して確認するには、ASRマネージャ・システムから次のコマンドを実行します。

asr> list_asset - このASRマネージャと関連付けられたすべてのアセットがリストされます。

たとえば、次のようになります。

xx.xxx.xxx.xx exalytics 1234567890 Enabled SNMP FMA SUN FIRE X4470 M2 SERVER x86/x64 System

xx.xxx.xxx.xxx exalytics-sp 1234567890 Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4470 M2 SERVER






9.7 テレメトリ・ソースの構成

ILOMおよびExalyticsホスト・マシンのテレメトリ・ソースを構成して、そのテレメトリをASRマネージャに転送する必要があります。ILOMとホストの両方を構成するためのスクリプトが提供されています。このスクリプトは/opt/exalytics/asrにあります。これらのスクリプトはExalyticsホスト・マシン上で実行する必要があります。

次の手順を実行します。

	
Exalyticsホストにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを実行し、ILOMテレメトリを構成します。


#cd /opt/exalytics/asr
#./setup_asr_ilom.pl -i <IP Address Of ASR Manager>


	
次のコマンドを実行し、Exalyticsホスト・マシン・テレメトリを構成します。


#cd /opt/exalytics/asr
#./bda_mon_hw_asr.pl -set_snmp_subscribers type=asr,host=<IP Address Of ASR Manager>,fromip=<IP Address of Exalytics Host>









9.8 My Oracle SupportでのExalyticsマシン・アセットの有効化

次の手順を実行し、Exalyticsマシン・アセットを有効化します。

	
My Oracle Support (https://support.oracle.com)にログインします。


	
「My Oracle Support」ダッシュボードで、「詳細」タブをクリックします。次に、メニューから「設定」を選択します。


	
ウィンドウ左側の「設定」ペインで、(「管理」サブメニューの下にある)「アセット」を選択します。サポートIDについて、ソート・フィルタからASRステータスを選択し、「すべてのステータス」ドロップダウン・メニューから「保留中」を選択します。


	
「保留中」アセットは、次の2つの方法で承認できます。

	
アセット・ツールバーによるアクティブ化

アセットのシリアル番号をクリックすると、次のオプションを含むツールバーが表示されます。

	
連絡先の割当て - アセットに連絡先を割り当てるには、このオプションを選択します。連絡先にできるのは、サポートIDに関連付けられているユーザーのみです。


	
住所の変更 - アセットの物理的な場所を更新するには、このオプションを選択します。


	
承認 - 「承認」をクリックすると、「保留中」のアセットに対してASRを有効化できます。


	
その他のアクション - 「アクティブ化」(非アクティブなアセットに対して)、「非アクティブ化」(アクティブなアセットに対して)、または「拒否」(保留中のリクエストに対して)など、その他のアクションを実行できます。





	
アセットの詳細によるアクティブ化

「アセット」ペインの下部にアセットの詳細表示オプションがあります。アセットのシリアル番号をクリックしてアセットの詳細表示をクリックすると、アセットに関する情報を更新できます。ASRアセットのアクティブ化における必須フィールドはアスタリスク(*)で示されています。







詳細は、My Oracle Supportでナレッジ記事1329200.1を参照してください。My Oracle Supportでこの記事を確認するには、次の手順を実行します。

	
My Oracle Support (https://support.oracle.com)にログインします。


	
「Knowledge」タブをクリックします。


	
「ナレッジ・ベース」セクションで、「検索と参照」タブをクリックします。


	
検索用語の入力オプションで1329200.1を入力して、「検索」をクリックします。記事「How to activate ASR within My Oracle Support」が表示されます。









9.9 テスト・アラートの送信

テスト・アラートを送信するには、次を実行します。

	
Exalyticsホストにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを実行し、ILOMテレメトリのテスト・アラートを送信します。

#ipmitool sunoem cli "set /SP/alertmgmt/rules/1 testrule=true"


	
次のコマンドを実行し、Exalyticsホスト・マシンのテスト・アラートを送信します。


#./opt/exalytics/asr/bda_mon_hw_asr.pl -validate_snmp_subscriber -type asr 




テスト・アラートの電子メール通知が届きます。




	
注意:

テスト・アラートは、ILOMおよびExalyticsホスト・マシンから送信することを強くお薦めします。












9.10 フォルト・カバレッジ

詳細は、Oracle ASR ILOMフォルト・カバレッジを参照してください。












A トラブルシューティング

この付録では、Oracle Exalytics In-Memory Machineのトラブルシューティングに関する基本的な情報を提供します。

次のトピックが含まれます:

	
第A.1項「設定のトラブルシューティング」


	
第A.2項「その他のトラブルシューティング情報」


	
第A.3項「マシンのシリアル番号の検索」






A.1 設定のトラブルシューティング

この項では、マシンの些細な問題のトラブルシューティングに役立つ情報を示します。

Oracle Exalytics In-Memory Machineの設定中に問題が生じた場合は、表A-1のトラブルシューティング情報を参照してください。


表A-1 トラブルシューティングの手順

	問題	考えられる解決策
	
前面パネルの電源ボタンを押してもOracle Exalytics In-Memory Machineの電源がオンにならない。

	
サービスに電話する必要がある場合は、次の状況に関するメモをとってください。

	
システムの前面で電源/OK LEDは点滅、または絶えず点灯していますか。(電源コードがシステムおよび接地端子付き電源コンセントに接続されていることを確認してください。)


	
壁付きコンセントに電力は供給されていますか。他のデバイスをつないでテストしてください。


	
電源オンの後、5分以内にモニターは同期しますか。(モニターの緑のLEDが点滅から点灯状態になります。)


	
ILOM SPは完全に起動していますか。(ILOM SPが完全に起動するまで電源ボタンは押せないので注意してください。)





	
Oracle Exalytics In-Memory Machineがスタンバイ電源モードになっているように見えるが、電源/OK LEDが点滅しない。

	
電源/OK LEDはOracle Exalytics In-Memory Machineのすべてのコンポーネントがスタンバイ電源モードになったときのみ点滅します。テープ・ドライブがサーバーに接続されている可能性があります。テープ・ドライブはスタンバイ電源モードにならないため、電源/OK LEDは点滅しません。


	
サーバーのハングまたはフリーズ: マウスやキーボード、またはどのアプリケーションからも応答がない。

	
ネットワーク上の別のマシンからシステムにアクセスしてみてください。

	
別のシステムでping IP_address_of_serverと入力します。


	
応答が戻ってきたら、telnet、sshまたはrloginのいずれかを使用してOracle Exalytics In-Memory Machineへのログインを試みます。


	
ログインが成功したら、psコマンドを使用して実行プロセスをリスト表示します。


	
kill process_IDコマンドを使用して、応答がないプロセスや実行する必要のないプロセスを中断します。


	
各プロセスを中断したら、Oracle Exalytics In-Memory Machineの応答性を確認します。




この手順が機能しない場合、Oracle Exalytics In-Memory Machineの電源を切って入れなおしてください。

	
電源/OKボタンを押してOracle Exalytics In-Memory Machineの電源をオフにしてから、20 - 30秒待機します。


	
電源/OKボタンを再度押してシステムの電源をオンにします。















A.2 その他のトラブルシューティング情報

その他のトラブルシューティング情報については、Sun Fire X4470 M2 Serverサービス・マニュアル(821-0703)およびOracle x86サーバー診断ガイド(820-6750)を参照してください。






A.3 マシンのシリアル番号の検索

システムのサービスを依頼する場合、Oracle Exalytics In-Memory Machineのシリアル番号が必要になります。この番号は今後使用するために記録しておいてください。次のいずれかの方法でマシンのシリアル番号を探します。

	
Oracle Exalytics In-Memory Machineの前面パネルの下部の出っ張り(中央付近)を確認してマシンのシリアル番号を見つけます。Oracle Exalytics In-Memory Machineの前面パネルの図については、第1.5.1項「前面パネルの機能」を参照してください。


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineパッケージに付属の黄色のカスタマ情報シート(CIS)で確認してください。このシートにシリアル番号が記載されています。


	
ILOMでshow/SYSコマンドを入力するか、ILOMブラウザ・インタフェースで「システム情報」タブに移動します。




表A-2を使用して、オラクル社のサポート担当者とのやり取りに必要な情報を収集します。


表A-2 サポートに必要なシステム情報

	必要なシステム構成情報	ユーザーの情報
	
サービス契約番号

	

	
システム・モデル

	

	
動作環境

	

	
システムのシリアル番号

	

	
システムに取り付けられた周辺機器

	

	
ユーザーおよび第2連絡先の電子メール・アドレスと電話番号

システムが配置されている所在地住所

	

	
管理者パスワード

	

	
問題の概要と、問題発生時の処置内容

	

	
その他の有益な情報

	

	
IPアドレス

	

	
Oracle Exalytics In-Memory Machine名(システムのホスト名)

	

	
ネットワークまたはインターネットのドメイン名

	

	
プロキシ・サーバー構成
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このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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